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第
54
回
港
ま
つ
り

　

第
５４
回
港
ま
つ
り
は
、８
月
１６
日（
水
）に
祈
願
祭
・ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
・
船
舶
パ
レ
ー
ド
・ハ
ッ
ピ
ー
く
じ
抽
選
・
も
ち
投
げ
・
踊

り
大
会
・
花
火
大
会
を
行
い
ま
し
た
。今
年
か
ら
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
が
駅
前
へ
と
移
動
し
、ス
テ
ー
ジ
上
で
は
烈
士
太
鼓
や
ベ
リ
ー

ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。踊
り
大
会
は
、奈
半
利
町
婦

人
会
、青
年
会
を
中
心
と
し
た
よ
さ
こ
い
踊
り
や
県
外
か
ら
の

参
加
チ
ー
ム
の
踊
り
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。花
火
大
会

は
約
４
、０
０
０
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
、例
年
以
上
に
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

７
月
２３
日（
日
）に
、み
な
と

未
来
会
議
の
主
催
、奈
半
利
町

の
共
催
で「
第
８
回
奈
半
利
町

ち
び
っ
こ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、交
流
人
口

の
拡
大
や
観
光
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
み
な
と
オ

ア
シ
ス
奈
半
利
」
の
関
連
事
業

と
し
て
、
平
成
２２
年
度
か
ら
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
知
名
度

も
あ
が
り
、
今
年
は
高
知
県
内

外
の
小
学
生
約
130
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
開
会
式
前
に
、
国
体

選
手
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
り
、奈
半
利

中
学
校
３
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
、
給
水
や
ゴ
ー
ル
後

の
メ
ダ
ル
掛
け
な
ど
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
子
ど
も

た
ち
は
奈
半
利
の
澄
ん
だ
海
を

泳
ぎ
、自
転
車
で
疾
走
し
、最
終

の
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、降
り
注
ぐ
日

差
し
の
中
、
美
し
い
海
の
見
え

る
ふ
る
さ
と
海
岸
を
走
り
抜

け
、
ゴ
ー
ル
し
た
子
ど
も
た
ち

の
顔
は
達
成
感
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
参
加
者
を
対
象
に

サ
ン
ゴ
遊
覧
船
の
運
航
も
行
い

ま
し
た
。

　

ち
び
っ
こ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
者
の
方
々
、
会
場
周
辺
の
住

民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

第８回奈半利町 ちびっこ トライアスロン 開催！！

　

途
中
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、町

民
の
方
々
や
多
く
の
観
光
客
の
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

祭
り
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
方
々
、ご
協
賛
を
い
た

だ
き
ま
し
た
各
社
、会
場
周
辺
の

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。



☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

８
月
10
日（
木
）、
建
築
を
進
め
て
き
た「
奈
半
利
港
市
場

集
約
荷
捌
施
設
」の
落
成
式
が
、
齊
藤
一
孝
町
長
ら
関
係
者

33
人
が
出
席
し
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
荷
捌
所
内
で

は
神
事
が
行
わ
れ

た
後
、
記
念
の
も

ち
投
げ
が
行
わ
れ
、

地
域
住
民
の
方
々

の
参
加
も
あ
り
、

盛
況
の
う
ち
に
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　

新
設
荷
捌
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、

高
知
県
漁
協
田
野

支
所
の
船
が
８
月

下
旬
か
ら
順
次
移

動
し
、
水
揚
げ
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
で
初
と

な
る
漁
業
の
市
場

集
約
に
よ
り
、
魚

価
の
向
上
、
流
通

コ
ス
ト
の
低
減
が

予
想
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
漁

業
関
係
者
や
消
費

者
に
と
っ
て
良
い
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
１２
年
か
ら
土
佐
国
道
事
務
所
の
ふ
れ
あ
い
海
道

事
業
に
参
加
し
、
国
道
の
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
奈
半
利
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
、
第
２８
回
全
国「
み

ど
り
の
愛
護
」功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
と
し
て
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
が
続
け
て
こ

ら
れ
た
努
力
が
、
花
と
緑
の
愛
護
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
、
国
民
的
運
動
と
し
て
の
緑
化
推
進
活
動
の
模
範

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

８
月
15
日（
火
）、奈
半
利
町

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平

成
29
年
度
奈
半
利
町
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
、遺
族
、来

賓
約
60
人
が
参
列
し
、戦
没
者

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
参
列
者
一
同

黙
祷
を
さ
さ
げ
、
齊
藤
一
孝

町
長
の
式
辞
を
は
じ
め
、高
知

県
知
事
、奈
半
利
町
議
会
岩

内
博
議
長
、奈
半
利
町
遺
族

会・濱
中
俊
子
会
長
に
追
悼
の

辞
を
い
た
だ
い
た
後
、参
列
者

全
員
で
御
英
霊
に
対
し
献
花

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、奈
半
利
町
遺
族
を

代
表
し
て
安
岡
祥
子
さ
ん
に

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

終
戦
か
ら
72
年
の
年
を
迎

え
、戦
争
の
悲
惨
さ
を
胸
に
刻

み
、恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

奈
半
利
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

平
成
29
年
度

奈
半
利
町
戦
没
者
追
悼
式

奈
半
利
港

市
場
集
約
荷
捌
施
設
落
成
式

▲土佐国道事務所にて記念撮影

滑　なはり広報　No.3143
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

○
ナ
ス
の
施
設
園
芸
等

　

な
は
り
の
郷
は
、農
業
事
業
に
お
い

て
、施
設
園
芸
で
県
東
部
の
基
幹
品
目

で
あ
る
ナ
ス
の
栽
培
を
展
開
す
べ
く
、奈

半
利
町
の
所
有
す
る
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
、

20
ア
ー
ル
を
貸
借
申
請
し
、７
月
に
契

約
し
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
は
、ナ
ス
栽
培
の
経
験
者

を
、専
属
の
職
員
と
し
て
１
人
雇
用
し

て
い
ま
す
。

　

８
月
に
か
け
て
、ハ
ウ
ス
内
で
耕
運
、

蒸
し
込
み
等
の
土
壌
作
り
を
、８
月
末

に
定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、９
月
中
旬
以
降
の
収
穫
を

目
指
し
、収
益
化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

不
耕
作
地
解
消
と
し
て
町
内
７５
ア
ー

ル
の
土
地
で
、６
月
に
作
付
け
し
た
さ
つ

ま
芋
は
、９
月
以
降
順
次
、収
穫
し
て
お

り
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
中
心

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

複
合
経
営
拠
点
整
備
事
業
補
助
金

で
は
、農
作
業
受
託
の
た
め
、８
月
に
コ

ン
バ
イ
ン
１
台
と
畝
立
て
用
に
ハ
ウ
ス
ロ

ー
タ
リ
ー
１
台
を
導
入
し
ま
し
た
。

★★

な
は
り
の
郷 

活
動
報
告
★★

○
な
は
り
の
郷　

夏
祭
り

　

７
月
１６
日
の
日
曜
日
、集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
な
は
り
の
郷
事
務
局
が
入
る
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
、旧
弘
瀬
家

と
、町
道
を
挟
ん
で
東
側
の
高
田
屋
の

敷
地
に
て
、集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
活
性

化
協
議
会
観
光
部
会
が
中
心
と
な
り
、

夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
、旧
弘
瀬
家
の
庭
園
で
は
、奈

半
利
町
青
年
会
が
１
週
間
前
に
開
催

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
成
し
た
キ

ャ
ン
ド
ル
を
100
個
以
上
並
べ
、開
放
し

た
和
室
や
庭
を
訪
れ
た
方
が
、夏
の
夜

の
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

高
田
屋
側
で
は
、指
定
管
理
す
る
物

産
館
等
が
出
店
す
る
と
と
も
に
、射
的

や
輪
投
げ
、か
た
抜
き
な
ど
の
小
間
を

並
べ
、夢
中
に
な
る
小
さ
な
子
ど
も
や
、

家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
、総
勢
100
人

ほ
ど
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

レンタルハウス
☞



☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

７
月
３０
日（
日
）に
龍
馬
旗
・
弥
太
郎
杯
、８
月

５
日（
土
）に
葉
山
セ
ン
ダ
ン
杯
、
８
月
１２
日（
土
）

に
今
治
S
o
u
t
h
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
！

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
は
、
日
々

の
練
習
や
試
合
で
の
経
験
か
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
高
ま
り
野
球
を
通
し
て
心
も
一
つ
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。県
外
大
会
で
は
、強
豪
チ
ー
ム

に
勝
つ
こ
と
が
で
き
本
当
に
成
長
を
感
じ
ま
し

た
。６
年
生
は
、
試
合
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
が
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
を
し
た
い

で
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
方
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援

の
中
で
、
い
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
練
習
を

重
ね
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

7
月
23
日（
日
）に
中
芸
広
域
連

合
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
こ
の
大
会
で
は
消

防
ポ
ン
プ
車
の
操
法
で
タ
イ
ム
を

競
っ
た
り
、
午
後
か
ら
は
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
行
う
な
ど
、
中
芸
地
区

の
消
防
団
員
が
日
ご
ろ
の
訓
練
で

培
っ
て
き
た
力
を
競
う
大
会
で
す
。

　

奈
半
利
町
消
防
団
も
洗
練
さ
れ

た
動
き
を
発
揮
し
、
頼
も
し
い
姿

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
訓
練
、
そ
し
て
当
日

暑
い
中
、
大
会
に
参
加
さ
れ
た
皆

様
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

中
芸
広
域
連
合
消
防
大
会

奈半利駅に
　モニュメントが完成

　このモニュメントは、「奈半利町町制100周
年記念事業」の一環として、奈半利町の発展に
多大な貢献のあった藤村製絲株式会社を象徴
する「繭玉」と「絹糸を巻き取る木枠」をモチー
フに制作されたものです。機会のある方は是
非ご覧ください。

　

5
月
に
奈
半
利
駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
入
り
口
に

新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

  

【
龍
馬
旗
・
弥
太
郎
杯
】【
葉
山
セ
ン
ダ
ン
杯
】

  

【
今
治
S
o
u
t
h
大
会
】　
　
　
　
　

 

に
出
場

全員で声を出し、
全力プレーで戦いました！

ナイスバッティング！

☆みんなで記念撮影☆

仲間とのチームワークで、
強豪チームに勝つことが
できました！！

練習日は【水曜日１６：００～】
【土曜日１４：００～】で小学校
のグラウンドで行っています。
どの学年の子どもさんでも大
歓迎ですので、興味のある方
は気軽にお越しください。

新入部員募集！

滑　なはり広報　No.3145



お問い合わせ
　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（安田町役場中山支所内）
　Tel. 0887－39－2008

お問い合わせ
　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（安田町役場中山支所内）
　Tel. 0887－39－2008

お問い合わせ
　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（安田町役場中山支所内）
　Tel. 0887－39－2008

　6月29日、中芸広域体育館会議室において、「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会第５回総
会を開催しました。日本遺産認定を受け、「中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会」に協議会名
称を変更し、メンバーに新たに馬路村農協、土佐あき農協に加わっていただき、新体制で再出発す
ることになりました。
　そして、８月９日に開催された幹事会では、ブランド部会（地域コ
ンセプトづくり等）、活性化部会（イベント等の企画・運営他）、ゆず部
会（ゆず景観の美化活動他）、林鉄部会（森林鉄道の保全、修復、活
用他）の４つの部会が設置されました。今後は、文化庁の補助事業な
どを活用しながら、５町村が一体となって、国内外に中芸地域の魅
力を発信していきたいと思います。
　それぞれの部会に興味のある方は、事務局までお気軽にお問い合わせください。

　7月1日から2日の2日間、京都府精華町において、日本遺産サミッ
トin京都が開催され、協議会から役場職員や地域住民団体など関
係者約40人が参加しました。
　会場には、日本遺産に認定されている54団体のPRブースが設置
され、2日間で約２万２千人が来場し、大変賑わっていました。私た
ち協議会のブースでは森林鉄道のジオラマを展示し、中芸地域の日
本遺産をPRするとともに、グルメブースでは、馬路村農協と北川村ゆず王国のゆずドリンクの飲み
比べ、そして土佐鶴酒造、南酒造、浜川商店からご提供いただいた日本酒の試飲や、奈半利おかっ
てのパウンドケーキの試食・販売を行いました。いずれも好評で、多くの方 に々中芸地域の魅力を
大いにＰＲできたと思います。
　ご協力いただきました各事業者の皆さまに感謝いたします。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.1・2合併号～

新名称は「中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会」に決定！

日本遺産サミットin京都に参加しました！

 10月1日（日）10時30分から田野町ふれあいセンターにて、日本遺産認定記念フォーラムを開催し
ます！学識経験者及び地域代表によるパネルディスカッション等を通じて、日本遺産認定ストー
リーの内容と意義、その活用の可能性から将来像までを中芸地域の皆様で共有することを目的と
しています。また、中芸地域の魅力を発信するため、社会がイベントを兼ね開会アトラクションとし
て太鼓演奏やもち投げ、会場周辺では、食や体験ブースの出店も予定しています。
　皆様、お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください！！

日本遺産認定記念フォーラムを開催します！

日本遺産
Story  ♯051

No.314　なはり広報　葛 6
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○
平
成　

年
度
の
決
算
見
込
み

２８

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
及
び
特

２８

別
会
計
の
収
支
の
状
況
は
ỏ
５
月　
３１

日
の
出
納
閉
鎖
後
ỏ
計
数
の
整
理
を

し
た
結
果
ỏ
一
般
会
計
で
は
ỏ
歳
入

総
額
７
ỏ
６
９
８
ỏ
０
４
０
千
円
ỏ

歳
出
総
額
７
ỏ
５
９
１
ỏ
６
８
０
千

円
で
ỏ
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
４
８
ỏ
４
１
９
千
円
を
差
し
引

き
ỏ
実
質
収
支
額
は
５
７
ỏ
９
４
１

千
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
Ố

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
ỏ

歳
入
総
額
１
４
５
ỏ
７
０
３
千
円
ỏ

歳
出
総
額
１
３
９
ỏ
９
６
１
千
円

で
ỏ
実
質
収
支
額
は
５
ỏ
７
４
２
千

円
ỏ
ま
た
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
で
は
ỏ
歳
入
総
額
１
２
ỏ
６
２

２
千
円
ỏ
歳
出
総
額
１
０
ỏ
２
２
４

千
円
で
ỏ
実
質
収
支
額
２
ỏ
３
９
８

千
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
Ố

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
ỏ
歳
入
総
額
６
７
７
ỏ
１
９
３
千

円
ỏ
歳
出
総
額
６
４
５
ỏ
８
４
５
千

円
で
ỏ
実
質
収
支
額
は
３
１
ỏ
３
４

８
千
円
ỏ
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
で
は
ỏ
歳
入
総
額
５
９
ỏ
７

８
９
千
円
ỏ
歳
出
総
額
５
８
ỏ
６
８

５
千
円
で
ỏ
実
質
収
支
額
は
１
ỏ
１

０
４
千
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
Ố

○
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

租
税
債
権
管
理
機
構
に
つ
い
て

　

本
町
を
は
じ
め
ỏ
安
芸
県
税
事
務

所
管
内
９
市
町
村
は
ỏ
税
負
担
の
公

平
と
自
主
財
源
確
保
を
目
的
と
し
ỏ

市
町
村
税
及
び
税
外
債
権
等
の
滞
納

整
理
を
広
域
的
・
専
門
的
・
効
率
的
に

行
う
組
織
と
し
て
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
の
中
に
租
税
債
権
の
管

理
に
関
す
る
機
構
を
設
置
し
ỏ
平
成

　

年
度
か
ら
運
営
を
開
始
し
て
い

２８る
Ố

　

平
成　

年
度
は
ỏ
本
町
か
ら
租
税

２８

債
権
管
理
機
構
に
町
税
滞
納
件
数　
５５

件
ỏ
滞
納
額
２
５
ỏ
０
３
７
ỏ
２
０

８
円
の
徴
収
事
務
を
移
管
し
ỏ
年
度

末
実
績
で
徴
収
件
数　

件
ỏ
徴
収
済

４８

額
１
４
ỏ
１
０
８
ỏ
８
２
７
円
で
ỏ

督
促
料
及
び
延
滞
金
を
含
む
移
管
分

の
徴
収
率
は　

・
３
％
と
大
き
な
成

６３

果
を
上
げ
て
い
る
Ố

　

ま
た
ỏ
結
果
と
し
て
本
町
滞
納
繰

越
分
の
平
成　

年
度
徴
収
率
は
ỏ
前

２８

年
度
と
比
較
し
て
ỏ
町
県
民
税　

・
２６

　

％
増
の　

・　

％
ỏ
固
定
資
産
税

１３

５５

６０

９
・　

％
増
の　
・　

％
ỏ
軽
自
動
車

４４

３６
９４

税　
・　

％
増
の　
・　

％
ỏ
国
民
健

１７
８６

４０
２５

康
保
険
税　
・　

％
増
の　
・　

％
と

３０
２２

５２
３９

い
ず
れ
の
税
目
に
つ
い
て
も
徴
収
率

の
大
幅
ア
ỽ
プ
に
つ
な
が
ỳ
て
い

る
Ố

　

本
年
度
に
つ
い
て
も
安
芸
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
租
税
債
権
管
理
機

構
と
協
力
し
て
滞
納
対
策
を
進
め
ỏ

引
き
続
き
ỏ
税
負
担
の
公
平
と
自
主

財
源
確
保
を
図
ỳ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
Ố

○
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
日
本
遺
産

認
定
に
つ
い
て
イ
ベ
ン
ト
開
始

　

平
成　

年
８
月
ỏ
中
芸
５
カ
町
村

２８

を
中
心
に
ỏ
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
日
本

遺
産
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ỏ
度

重
な
る
文
化
庁
と
の
折
衝
ỏ
有
識
者

を
招
い
て
の
５
カ
町
村
で
の
講
演
等

を
経
て
ỏ
平
成　

年
４
月　

日
に

２９

２８

ủ
森
林
鉄
道
か
ら
日
本
一
の
ゆ
ず

ロ
ồ
ド
へ
Ứ
と
し
て
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
ỏ
四
国
で
は
３
件
目
ỏ
高
知

県
単
独
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の
で

あ
る
Ố

　

日
本
遺
産
は
認
定
が
ゴ
ồ
ル
で
は

な
く
ỏ
今
後
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ỏ
観

光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
森
林
鉄
道

の
遺
構
の
活
用
方
法
ỏ
ユ
ズ
を
使
ỳ

た
新
た
な
メ
ニ
ỿ
ồ
の
開
発
等
が
課

題
と
な
ỳ
て
お
り
ỏ
現
在
ỏ
魚
梁
瀬

森
林
鉄
道
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
を

中
心
に
計
画
を
作
成
中
で
あ
る
Ố

○
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　

５
月
７
日
に
加
領
郷
魚
舎
の
オ
ồ

プ
ン
１
周
年
記
念
を
兼
ね
て
ỏ
昨
年

に
引
き
続
き
ủ
加
領
郷
漁
港
祭
Ứ
を

加
領
郷
漁
港
内
に
お
い
て
開
催
し

　６月定例会は、６月１３日に開会、町長からの行政報告の後、報告案件４
件、人事案件１３件、条例案件２件、指定管理案件１件、予算案件１件を原
案通り承認、可決、１４日に閉会した。
　一般質問には３人が登壇し、国保の都道府県化、奈半利港内堤防の早期
完成、ふるさと納税の返礼品割合、町有財産の購入方法などについて執行
部の考えを 質 した。　

ただ

●平成29年　第2回定例会（6月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

VOL.154
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た
Ố
ス
テ
ồ
ジ
で
は
ỏ
加
領
郷
の
子

ど
も
た
ち
の
落
語
等
多
種
多
様
な
催

し
物
が
開
催
さ
れ
ỏ
鮮
魚
や
水
産
加

工
品
の
販
売
の
み
な
ら
ず
ỏ
多
く
の

地
元
事
業
所
か
ら
の
出
店
協
力
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
ỏ
よ
り
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
Ố

　

ま
た
ỏ
５
月　

日
に
は
ỏ
奈
半
利

２１

駅
前
に
お
い
て
ỏ
奈
半
利
の
お
か
ỳ

て
オ
ồ
プ
ン
１
周
年
記
念
と
物
産
館

の
リ
ニ
ỿ
ồ
ア
ル
オ
ồ
プ
ン
を
兼
ね

てủ
奈
半
利
観
光
フ
ỻ
ス
２
０
１
７
Ứ

を
開
催
し
た
Ốこ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ỏ

ジ
Ỿ
ガ
イ
モ
掘
り
体
験
や
ỏ
野
菜
の

詰
め
放
題
な
ど
を
行
い
ỏ
加
領
郷
漁

協
祭
同
様
ỏ
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
ỳ
た
Ố　

○
集
落
活
動
セ
ン
タ
ồ
ủ
な
は

り
の
郷
Ứ
の
農
業
部
門
の
本

格
稼
働
に
つ
い
て

　

集
落
活
動
セ
ン
タ
ồ
の
農
業
部
門

で
は
ỏ
地
域
農
業
を
支
え
る
取
り
組

み
と
し
て
農
作
業
受
託
事
業
な
ど
が

本
格
的
に
稼
働
を
開
始
し
た
Ố

　

農
作
業
受
託
事
業
に
つ
い
て
は
ỏ

昨
年　

月
か
ら
受
託
農
地
や
オ
ペ

１１

レ
ồ
タ
ồ
登
録
の
募
集
を
行
い
ỏ
受

託
作
業
面
積
は
約
１
町
で
ỏ
オ
ペ

レ
ồ
タ
ồ
と
し
て　

人
に
登
録
を
し

１１

て
い
た
だ
い
て
い
る
Ố
作
業
機
械
は

５
月
末
現
在
で
ỏ
ト
ラ
ク
タ
ồ
２

台
ỏ
田
植
え
機
１
台
ỏ
畦
塗
り
機
１

台
を
導
入
し
て
ỏ
田
植
え
ま
で
の
作

業
に
つ
い
て
の
農
作
業
受
託
事
業
が

本
格
的
に
稼
働
し
始
め
た
Ố今
後
は
ỏ

さ
ら
に
秋
の
収
穫
に
向
け
て
受
託
農

地
の
募
集
を
行
う
と
と
も
に
作
業
機

械
の
導
入
ỏ
整
備
を
進
め
ỏ
事
業
の

拡
大
を
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
Ố

　

ま
た
ỏ
遊
休
農
地
ỏ
不
耕
作
農
地

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
活
動
と

し
て
ỏ
約
５
反
の
農
地
に
ỏ
集
落
支

援
員
を
先
頭
と
す
る
ủ
イ
モ
プ
ロ

ジ
ỻ
ク
ト
チ
ồ
ム
Ứ
に
よ
る
ỏ
ジ
Ỿ

ガ
イ
モ
の
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
Ố
５
月
末
に
は
収
穫
も
ほ
ぼ
完
了

し
ỏ
収
量
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
予
定
ど

お
り
で
あ
ỳ
た
Ố
収
穫
さ
れ
た
ジ
Ỿ

ガ
イ
モ
は
ỏ
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
ỏ
既
に
大
部
分
が
発
送
さ

れ
て
お
り
ỏ
返
礼
品
を
受
け
取
ỳ
た

納
税
者
か
ら
感
謝
の
手
紙
を
頂
く
な

ど
ỏ
大
変
有
意
義
な
取
り
組
み
と

な
ỳ
て
い
る
Ố
さ
ら
に
ỏ
ジ
Ỿ
ガ
イ

モ
の
収
穫
を
終
え
た
農
地
に
は
サ
ツ

マ
イ
モ
の
作
付
け
を
開
始
し
て
お

り
ỏ
今
後
も
遊
休
農
地
ỏ
不
耕
作
農

地
の
解
消
と
ỏ
農
業
生
産
の
拡
大
ỏ

そ
れ
に
伴
う
雇
用
の
創
出
ỏ
産
品
の

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
Ố

　

つ
ぎ
に
ỏ
新
規
就
農
移
住
者
の
受

け
入
れ
と
連
動
し
た
ỏ
農
業
で
ủ
稼

ぐ
Ứ
試
み
も
計
画
し
て
い
る
Ố
こ
れ

は
ỏ
町
有
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
を
活
用

し
ỏ
地
域
の
基
幹
園
芸
作
物
を
実
際

に
栽
培
し
ỏ
出
荷
す
る
こ
と
で
ỏ
本

格
的
な
農
業
経
営
体
と
し
て
ỏ
集
落

活
動
セ
ン
タ
ồ
ủ
な
は
り
の
郷
Ứ
の

更
な
る
経
営
の
安
定
と
新
規
就
農
者

育
成
や
地
域
農
業
を
守
り
支
え
る
取

り
組
み
と
し
て
も
大
い
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
ỏ
幼
稚

園
跡
地
に
整
備
す
る
農
業
拠
点
施
設

の
活
用
と
合
わ
せ
て
ỏ
地
域
農
業
の

振
興
は
も
と
よ
り
本
町
の
活
力
再
生

に
つ
な
が
ỳ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
Ố

　

こ
の
ほ
か
町
営
工
事
ỏ
中
芸
広
域

連
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告

が
行
わ
れ
た
Ố

�

�
◆
報　
　

告

○
有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協
会

の
清
算
に
つ
い
て

　

有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協
会

か
ら
平
成　

年
６
月　

日
に
解
散

２８

３０

し
ỏ
清
算
に
つ
い
て
の
関
連
書
類
の

提
出
が
あ
ỳ
た
の
で
ỏ
そ
の
内
容
に

つ
い
て
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
ỏ
議
会
に
報
告
す
る
も
の
Ố

○
一
般
社
団
法
人
な
は
り
の
郷
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　

平
成　

年
３
月　

日
に
設
立
し
た

２８

２４

一
般
社
団
法
人
な
は
り
の
郷
か
ら
第

２
期
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
の
関
連

書
類
の
提
出
が
あ
り
ỏ
そ
の
内
容
に

つ
い
て
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
ỏ
議
会
に
報
告
す
る
も
の
Ố

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２８

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
繰
越
明

２８

許
費
に
係
る
歳
出
予
算
の
経
費
を
翌

　　

議　
　

事　
　

年
度
に
繰
越
し
を
行
ỳ
た
の
で
ỏ
地

方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
ỏ
繰
越

計
算
書
を
調
製
し
ỏ
議
会
に
報
告
す

る
も
の
Ố

　

繰
越
総
額
は
ỏ
１
ỏ
２
３
５
ỏ
３

９
５
ỏ
５
３
１
円
で
ỏ
歳
入
の
主
な

も
の
は
ỏ
町
債
３
７
５
ỏ
４
０
０
ỏ

０
０
０
円
ỏ
繰
入
金
５
９
１
ỏ
７
３

９
ỏ
３
７
７
円
で
あ
り
ỏ
歳
出
の
主

な
も
の
は
ỏ
総
務
費
５
８
１
ỏ
４
７

７
ỏ
３
７
７
円
ỏ
消
防
費
２
６
３
ỏ

５
３
７
ỏ
１
９
７
円
Ố

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２８

事
故
繰
越
繰
越
計
算
書

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
か
ら
翌
年

２８

度
に
事
故
繰
越
し
を
行
ỳ
た
の
で
ỏ

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
ỏ
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
ỏ
議
会
に
報
告

す
る
も
の
Ố

　

繰
越
総
額
は
ỏ
５
ỏ
０
７
６
ỏ
０

０
０
円
で
ỏ
歳
入
の
内
訳
は
ỏ
町
債

５
ỏ
０
０
０
ỏ
０
０
０
円
ỏ
一
般
財

源
７
６
ỏ
０
０
０
円
で
あ
り
ỏ
歳
出

の
内
訳
は
ỏ
消
防
費
５
ỏ
０
７
６
ỏ

０
０
０
円
Ố

※
繰
越
明
許
費
と
は

　

予
算
成
立
後
の
事
由
に
基
づ
き
ỏ

年
度
内
に
そ
の
支
出
が
終
わ
る
見
込

み
が
な
く
ỏ
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
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使
用
で
き
る
経
費

※
事
故
繰
越
と
は

　

支
出
負
担
行
為
ớ
契
約
ỏ
国
の
補

助
金
交
付
決
定
Ờ
を
行
ỳ
た
後
ỏ
避

け
難
い
事
故
等
に
よ
り
年
度
内
に
支

出
が
終
わ
ら
な
か
ỳ
た
場
合
に
翌
年

度
に
繰
り
越
し
で
き
る
経
費

◆
同　
　

意

〇
奈
半
利
町
農
業
委
員
会
に
お
け
る

認
定
農
業
者
等
の
過
半
数
要
件
に

つ
い
て

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

　

農
業
委
員
会
に
お
い
て
過
半
数
を

占
め
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
認
定
農

業
者
等
の
数
が
不
足
す
る
た
め
ỏ

ủ
認
定
農
業
者
等
に
準
ず
る
者
Ứ
を

含
め
て
過
半
数
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
ỏ
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
２
条
第
１
項
第
１
号
の

規
定
に
基
づ
き
ỏ
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
Ố

　
　

質　

疑　
　

問　

認
定
農
業
者
等
に
準
ず
る
者
の

定
義
は
？

答　

認
定
農
業
者
で
あ
ỳ
た
者
ỏ
過

去
に
認
定
農
業
者
で
あ
ỳ
た
者
な

ど
Ố

〇
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て

　

奈
半
利
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
ỏ
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
ớ
昭
和　

年
法
律
第　

２６

８８

号
Ờ第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
ỏ

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
Ố

　

農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
た
方
は
以

下
の
と
お
り
ớ
敬
称
略
Ờ

奈
半
利
町
乙
３
５
８
６
番
地
３

　
　
　
　
　
　
　

安
岡　

規
雄

奈
半
利
町
甲
２
３
０
０
番
地
７

　
　
　
　
　
　
　

角
野　

春
夫

奈
半
利
町
甲
２
４
１
６
番
地

　
　
　
　
　
　
　

近
森　
　

茂

奈
半
利
町
乙
１
１
８
０
番
地

　
　
　
　
　
　
　

竹
㟒　
　

稔

奈
半
利
町
乙
４
６
３
１
番
地
２

　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

年
男

奈
半
利
町
甲
６
６
３
番
地

　
　
　
　
　
　
　

増
岡　

正
文

奈
半
利
町
乙
１
３
６
０
番
地
４

　
　
　
　
　
　
　

安
岡　

初
恵

奈
半
利
町
甲
２
５
２
１
番
地

　
　
　
　
　
　
　

安
岡　

隆
志

奈
半
利
町
乙
１
７
６
５
番
地
４

　
　
　
　
　
　
　

和
田　

守
男

奈
半
利
町
乙
２
６
１
番
地
３

　
　
　
　
　
　
　

山
本　

克
彦

奈
半
利
町
乙
２
５
９
９
番
地
２

　
　
　
　
　
　
　

谷
末　

達
雄

奈
半
利
町
乙
１
７
６
４
番
地

　
　
　
　
　
　
　

大
寺　

秀
人

　
◆
条　
　

例

○
奈
半
利
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
平
成

　

年
５
月　

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ

２９

３０

と
に
伴
い
ỏ
当
該
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
ỏ
主
な
改
正
内
容
は
ỏủ
個
人

情
報
Ứ
の
定
義
を
明
確
化
す
る
こ
と

等
を
定
め
る
も
の
Ố

○
奈
半
利
町
第
二
共
同
作
業
所
の
設

置
及
び
管
理
条
例

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

　

漁
業
の
近
代
化
並
び
に
流
通
改
善

に
よ
る
漁
業
経
営
の
安
定
と
漁
民
の

生
活
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
の
施

設
と
す
る
奈
半
利
町
第
二
共
同
作
業

所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
Ố

◆
指
定
管
理

○
奈
半
利
港
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

奈
半
利
町
漁
業
共
同
利
用
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

　

奈
半
利
港
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

奈
半
利
町
漁
業
共
同
利
用
施
設
の
指

定
管
理
者
と
し
て
ỏ
奈
半
利
町
漁
業

協
同
組
合
を
指
定
す
る
た
め
ỏ
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
ỏ
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
Ố

◆
契　
　

約

　
○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

　

平
成　

年
度
防
災
拠
点
施
設
周
辺

２８

整
備
工
事
に
つ
い
て
ỏ
交
通
安
全
設

備
工
ỏ
路
側
工
等
の
追
加
工
事
の
必

要
性
が
生
じ
ỏ
契
約
金
額
を
５
５
ỏ

３
２
７
ỏ
３
２
０
円
に
増
額
変
更
す

る
た
め
ỏ
地
方
自
治
法
及
び
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
基
づ
き
ỏ
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
Ố

問　

工
事
費
増
額
の
理
由
は
？

答　

取
付
道
路
の
路
側
で
あ
る
水
路

壁
が
老
朽
化
し
て
お
り
改
修
が
必
要

に
な
ỳ
た
た
め
Ố

◆
補
正
予
算

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２９

補
正
予
算
第
２
号

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
５
ỏ
０
３
５
千
円
を
追
加
し
ỏ
歳

入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
５
ỏ
８
６

０
ỏ
０
３
５
千
円
と
定
め
る
も
の
Ố

　
　

質　

疑　
　

問　

国
際
交
流
海
外
派
遣
事
業
の
予

算
は
何
人
分
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
？

答　

応
募
が
あ
ỳ
た
人
数　

人
分
を

１１

計
上
し
て
い
る
Ố
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　�

ớ
６
月
８
日
Ờ

○
平
成　

年
第
２
回
定
例
会
会
期
に

２９

つ
い
て

　

第
２
回
議
会
定
例
会
の
会
期
に
つ

い
て
ỏ
６
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
Ố
本
定
例
会
に
付
議
さ
れ
る
案

件
は
ỏ
報
告
案
件
４
件
ỏ
人
事
案
件

　

件
ỏ
条
例
案
件
２
件
ỏ
指
定
管
理

１３１
件
ỏ
契
約
案
件
１
件
ỏ
予
算
案
件

２
件
ỏ
そ
し
て
一
般
質
問
の
通
告
が

３
件
で
あ
り
ỏ
こ
れ
ら
の
審
議
を
行

う
た
め
の
会
期
を
６
月　

日
か
ら　

１３

１４

日
ま
で
の
２
日
間
と
定
め
た
Ố

�

ớ
７
月　

日
Ờ

２５

○
町
有
施
設
に
つ
い
て

　

奈
半
利
町
の
町
有
施
設
に
つ
い

て
ỏ
施
設
の
概
要
ỏ
運
営
形
態
ỏ
維

　
議
会
運
営
委
員
会

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会

持
管
理
費
ỏ
災
害
時
の
利
活
用
等
の

説
明
を
受
け
た
Ố
今
後
ỏ
個
々
の
施

設
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
ỏ
よ
り
詳

細
な
調
査
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の

確
認
を
行
ỳ
た
Ố

　
○
防
災
拠
点
施
設
の
建
設
工
事
に
つ

い
て

　

現
在
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
見

通
し
の
説
明
を
受
け
ỏ
現
地
視
察
を

行
ỳ
た
Ố

○
外
出
支
援
事
業
の
改
定
に
つ
い
て

　

高
齢
者
等
の
外
出
を
支
援
す
る
事

業
に
つ
い
て
ỏ
山
間
部
在
住
者
へ
の

支
援
額
増
額
ỏ
障
が
い
者
へ
の
支
援

拡
充
ỏ
利
用
規
則
の
緩
和
な
ど
の
説

明
を
受
け
ỏ
今
後
の
さ
ら
な
る
制
度

充
実
に
向
け
ỏ
調
査
を
行
ỳ
た
Ố

○
国
際
交
流
海
外
派
遣
事
業
に
つ
い

て

　

中
学
生
を
対
象
と
し
ỏ
海
外
で
の

英
語
学
習
や
異
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い

を
目
的
と
し
た
国
際
交
流
事
業
に
つ

い
て
調
査
を
行
ỳ
た
Ố
渡
航
先
で
あ

る
オ
ồ
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
日
程
や
学

習
内
容
ỏ
参
加
人
数
ỏ
体
験
発
表
の

予
定
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
Ố

�

ớ
７
月
５
日
Ờ

○
琵
琶
ケ
谷
川
の
砂
防
ダ
ム
に
つ
い

て

　

室
戸
市
羽
根
町
の
太
陽
光
発
電
施

設
等
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
琵
琶
ケ

谷
川
に
つ
い
て
調
査
を
行
ỳ
た
Ố
現

在
満
杯
と
な
ỳ
て
い
る
砂
防
ダ
ム
に

　
地
域
振
興
常
任
委
員
会

つ
い
て
今
後
の
高
知
県
が
行
う
浚
渫

ớ
し
ỵ
ん
せ
つ
Ờ
の
予
定
な
ど
を
調

査
し
ỏ
現
地
調
査
を
行
ỳ
た
Ố

○
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

　

奈
半
利
町
で
実
施
し
て
い
る
レ
ン

タ
ル
ハ
ウ
ス
事
業
の
補
助
金
等
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ỏ
ハ
ウ
ス
本
体
へ

の
補
助
金
と
は
別
に
高
度
化
に
係
る

補
助
事
業
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
Ố
ま
た
ỏ
耐
震
重
油
タ
ン

ク
関
係
の
補
助
金
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ỏ
今
後
ỏ
積
極
的
に
住
民
に
対

す
る
広
報
を
行
う
よ
う
要
望
を
行
ỳ

た
Ố

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
返
礼

率
を
３
割
に
す
る
と
い
う
政
府
の
見

解
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
ỏ
今

後
の
方
針
の
調
査
を
行
ỳ
た
Ố
返
礼

品
の
製
造
や
作
付
け
は
計
画
的
に

行
ỳ
て
い
る
の
で
ỏ
す
ぐ
に
３
割
に

す
る
の
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
ỳ
た
Ố
ま
た
ỏ
現
状
の
当

町
の
返
礼
率
が
維
持
で
き
る
よ
う
ỏ

国
・
県
と
も
交
渉
を
進
め
て
い
く
よ

う
要
望
を
行
ỳ
た
Ố

○
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

地
域
振
興
課
の
所
管
す
る
工
事
に

つ
い
て
ỏ
発
注
状
況
ỏ
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ỏ
現
地
調
査

を
行
ỳ
た
Ố

釜
鎌

鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄

▲防災拠点施設の視察

▲大原西ノ平線の視察
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安岡 　　健　議員
ふるさと納税の今後の
返礼品割合を問う
生産者や加工業者と慎重に協議していく／柏木地域振興課課長補佐

　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

返
礼
割
合
に
つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
納
税
平
成　

年
度　

億

２７

１４

５
千
万
円
ỏ　

年
度　

億
７
千
５
百
万

２８

２０

円
の
多
額
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
Ố
当

町
の
税
収
は
２
億
８
千
６
百
万
円
ỏ
約

７
倍
の
納
税
額
で
あ
る
Ố
こ
れ
も
町
長

は
じ
め
担
当
者
等
関
係
者
の
努
力
の
賜

物
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
Ố
一
方
で
返

礼
品
に
対
す
る
手
配
等
に
関
し
て
は
ỏ

大
変
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

察
す
る
Ố
一
次
産
業
で
あ
る
農
業
ỏ
漁

業
従
事
者
に
と
ỳ
て
は
雇
用
の
場
と
な

り
ỏ
ジ
Ỿ
ガ
イ
モ
ỏ
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の

作
付
け
で
耕
作
放
棄
地
の
減
少
に
つ
な

が
り
ỏ
町
全
体
が
元
気
に
見
え
る
Ố

　

ま
た
町
外
の
方
々
に
奈
半
利
は
ふ
る

さ
と
納
税
の
効
果
で
活
気
が
あ
る
と
い

う
声
も
聞
く
Ố
し
か
し
な
が
ら
ỏ
政
府

は　

年
度
か
ら
返
礼
品
は
寄
付
額
の
３

２９
割
を
限
度
と
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
Ố

　

奈
半
利
町
と
し
て
は
安
く
て
も
季
節

ご
と
の
品
質
の
良
い
食
材
ỏ
加
工
品
で

良
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ỏ
リ
ピ
ồ

タ
ồ
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
Ố
今
ま
で
５
割
か
ら
６
割

相
当
の
返
礼
品
を
今
後
は
３
割
程
度
に

見
直
す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
ỏ
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
トủ
ふ
る
さ
と
チ
ἀ
イ
ス
Ứ

で
運
営
し
て
お
り
ỏ
返
礼
品
も
商
品
企

画
ỏ
商
品
種
類
ỏ
発
送
回
数
と
多
岐
に

わ
た
ỳ
て
い
る
Ố
野
菜
魚
介
類
は
気
候

に
左
右
さ
れ
る
が
順
調
に
調
達
・
発
送

は
で
き
て
い
る
の
か
ỏ
ま
た
納
税
者
の

反
応
も
好
印
象
ỏ
批
判
と
様
々
の
よ
う

で
あ
る
が
今
後
の
見
直
し
ỏ
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
Ố

生
産
者
等
と
協
議
を
し
な
が

ら
ỏ
検
討
し
て
い
く

答　

柏
木
地
域
振
興
課
課
長
補
佐

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
ỏ
ふ
る

さ
と
に
貢
献
し
た
い
ỏ
ふ
る
さ
と
を
応

援
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の
思
い
を
実

現
す
る
た
め
に
ỏ
平
成　

年
度
の
税
制

２０

改
正
に
よ
り
制
度
が
創
設
さ
れ
た
Ố

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
ỏ
今

日
ま
で
で
累
計
寄
付
額
約　

億
円
ỏ
累

３７

計
寄
付
件
数
約　

万
件
と
な
ỳ
て
お

１９

り
ỏ
一
定
の
成
果
が
あ
が
ỳ
て
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
る
Ố
こ
れ
ら
の
成
果

が
あ
が
ỳ
た
理
由
と
し
て
は
ỏ
ふ
る
さ

と
納
税
ポ
ồ
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
や
返
礼
品
ラ
イ
ン
ナ
ỽ
プ
の
拡

充
ỏ
他
市
町
村
が
行
ỳ
て
い
な
い
当
町

な
ら
で
は
の
返
礼
品
配
送
方
法
の
確
立

等
が
あ
げ
ら
れ
る
Ốま
た
ỏ
直
近
で
は
ỏ

耕
作
放
棄
地
で
と
れ
た
野
菜
を
返
礼
品

に
取
り
入
れ
る
取
り
組
み
が
寄
付
者
へ

の
好
印
象
と
な
り
ỏ
そ
の
こ
と
も
寄
付

件
数
増
加
の
後
押
し
に
も
な
ỳ
て
い

る
Ố
実
際
に
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る

取
り
組
み
を
応
援
し
た
い
と
い
ỳ
た
寄

付
者
か
ら
の
多
く
の
メ
ỽ
セ
ồ
ジ
も
頂

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
ỏ
や
は
り

一
番
の
成
果
と
言
え
る
こ
と
は
安
岡
議

員
の
お
ỳ
し
Ỵ
ら
れ
た
ừ
町
全
体
が
元

気
に
見
え
る
Ử
と
い
ỳ
た
点
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
Ố
町
全
体
ỏ
町
民
の
方
々

が
元
気
に
な
る
こ
と
が
今
後
の
町
政
の

原
動
力
で
あ
り
ỏ
町
の
未
来
を
考
え
る

と
そ
う
い
ỳ
た
活
力
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ỏ
今

後
も
町
の
活
性
化
の
た
め
に
よ
り
一
層

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
Ố

　

野
菜
ỏ魚
介
類
の
調
達
と
発
送
状
況

に
つ
い
て
は
ỏ気
候
に
左
右
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
の
で
ỏ予
定
数
量
が
集
荷
で

き
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ỏ発
送
が
遅

延
す
る
こ
と
も
あ
る
が
ỏそ
う
い
ỳ
た

場
合
は
事
前
に
寄
付
者
の
方
へ
文
書
や

電
子
メ
ồ
ル
で
周
知
を
し
て
い
る
Ốま

た
ỏ総
務
省
通
達
に
よ
る
返
礼
割
合
３

割
の
件
に
つ
い
て
は
ỏ生
産
者
や
加
工

業
者
の
方
々
と
一
緒
に
今
後
時
間
を
か

け
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
Ố

随
意
契
約
の
場
合
の
業
者

選
定
に
つ
い
て
問
う

問　

建
設
業
者
の
行
う
工
事
は
町
内
業

者
も
参
加
し
ỏ入
札
を
行
ỳ
て
い
る
Ố備
品

等
の
購
入
で
予
定
価
格
が
少
額
の
場
合

は
随
意
契
約
も
可
能
で
あ
る
が
ỏ
財
産

購
入
で
ỏ　

万
円
以
内
の
備
品
購
入
に
つ

８０

い
て
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
Ố
随

意
契
約
の
場
合
は
ỏ
町
内
業
者
育
成
の

た
め
に
も
可
能
な
限
り
町
内
業
者
を
優

先
す
べ
き
と
考
え
る
が
ỏ見
解
を
問
う
Ố

可
能
な
か
ぎ
り
町
内
業
者

を
優
先
し
て
い
る

答　

太
田
総
務
課
長

　

備
品
の
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
ỏ

法
・
条
例
等
に
基
づ
き
ỏ
可
能
な
場
合

は
随
意
契
約
で
購
入
し
て
い
る
Ố
随
意

契
約
に
よ
り
備
品
を
購
入
す
る
場
合
の

業
者
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
は
ỏ
条
件

に
も
よ
る
が
で
き
る
だ
け
町
内
業
者
か

ら
購
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
Ốま
た
ỏ

入
札
に
よ
る
場
合
は
ỏ
経
営
状
況
ỏ
実

績
等
を
勘
案
し
て
業
者
を
選
定
し
ỏ
入

札
を
行
ỳ
て
い
る
が
ỏ
地
元
業
者
の
育

成
ỏ
雇
用
等
の
地
元
経
済
へ
の
波
及
効

果
等
も
考
慮
し
ỏ
入
札
の
公
平
性
や
競

争
性
等
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
ỏ
原
則

町
内
業
者
を
優
先
的
に
指
名
あ
る
い
は

選
定
し
て
い
る
Ố

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
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都
道
府
県
化
に
よ
ỳ
て
国

保
は
ど
う
な
る
の
か

　
問　

政
府
は
公
的
医
療
介
護
制
度
を
土

台
か
ら
変
質
さ
せ
る
改
悪
が
具
体
化
さ

れ
る
中
ỏ
国
保
の
都
道
府
県
化
が
来
年

か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
ỳ
た
Ố
都

道
府
県
が
国
民
健
康
保
険
の
算
定
を
公

表
し
ỏ
検
討
が
進
ん
で
い
る
Ố
そ
の
中

で
大
き
な
問
題
点
の
一
つ
に
保
険
料
が

ア
ỽ
プ
し
ỏ
低
所
得
者
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
Ố
二
つ
に
は
決
算
の
補
て
ん
を

目
的
と
し
た
一
般
会
計
か
ら
法
定
外
繰

入
に
つ
い
て
ỏ
段
階
的
に
解
消
し
て
い

く
こ
と
が
政
府
方
針
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
Ố
こ
れ
で
は
国
民
の
健
康
を
守
る

国
保
は
一
層
厳
し
く
な
る
Ố

　

そ
の
上
に
新
た
な
適
正
化
計
画
ỏ
地

域
医
療
構
想
に
よ
る
病
床
削
減
と
都
道

府
県
の
指
導
に
よ
る
給
付
費
抑
制
が
一

体
化
し
て
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

が
ỏ
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
Ố

今
後
示
さ
れ
る
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
協
議
を
し
て
い
く

答　

井
上
住
民
福
祉
課
長

　

平
成　

年
4
月
か
ら
の
国
民
健
康
保

30

険
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
ỏ
市
町
村
国

保
の
構
造
的
な
課
題
で
あ
る
国
保
財
政

の
脆
弱
化
に
対
し
ỏ
国
民
健
康
保
険
の

安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
ỏ
公

費
拡
充
等
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強
化

と
ỏ
運
営
の
在
り
方
の
見
直
し
を
行
う

も
の
と
な
ỳ
て
い
る
Ố

　

県
へ
の
国
保
事
業
納
付
金
は
必
須
で

あ
る
た
め
ỏ
財
源
不
足
と
な
る
場
合

は
ỏ
保
険
料
ớ
税
Ờ
率
の
見
直
し
と
ỏ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
協
議
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
Ố
法
定
外

の
一
般
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て
は
ỏ
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
の
で
ỏ
で
き
る
限
り
赤

字
を
解
消
す
る
よ
う
十
分
な
協
議
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
Ố
高
知
県
で

は
ỏ
今
後
ỏ
県
か
ら
国
保
事
業
納
付
金

や
標
準
保
険
料
率
が
示
さ
れ
る
こ
と
と

な
ỳ
て
い
る
の
で
ỏ
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
ỏ
し
ỳ
か
り
と
意
見
を
述

べ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

国
庫
負
担
金
ớ
国
保
Ờ
の

増
額
の
運
動
を

問　

現
在
ỏ
高
す
ぎ
る
国
保
料
を
抜
本

的
に
引
き
下
げ
ỏ
将
来
に
向
か
ỳ
て
保

険
料
高
騰
を
抑
え
て
い
く
た
め
に
は
国

庫
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
し
か
方
法

は
な
い
Ố
ど
の
よ
う
に
考
え
運
動
を
強

め
て
い
く
考
え
か
Ố

議
会
と
も
協
議
・
検
討
を
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

答　

齊
藤
町
長

　

全
国
的
に
も
国
保
の
運
営
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
ỏ
現
状
ỏ
限
界
に
来
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
Ố

制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
国
か

ら
の
公
的
な
財
源
支
援
は
必
要
な
こ
と

で
あ
り
ỏ
全
国
的
な
活
動
は
も
ち
ろ
ん

町
と
し
て
も
議
会
と
の
協
議
・
検
討
を

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
と
考
え
て
い
る
Ố

　

ま
た
ỏ
医
療
費
の
抑
制
も
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
ỏ
健
康
づ
く
り
婦
人
会
の
皆

さ
ん
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
ỏ
検
診

受
診
率
の
向
上
を
図
る
な
ど
ỏ
議
会
と

の
協
議
・
検
討
は
も
ち
ろ
ん
ỏ
被
保
険

者
も
一
緒
に
な
ỳ
て
ỏ
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ố

３
号
避
難
タ
ワ
ồ
に
向
け

た
道
路
の
新
設
と
拡
張
を

問　

避
難
タ
ワ
ồ
建
設
ỏ
避
難
道
の
整

備
ỏ
家
屋
撤
去
な
ど
が
か
な
り
進
ん
で

い
る
が
ỏ
不
十
分
な
点
と
し
て
ỏ
東
町

か
ら
平
松
の
３
号
津
波
避
難
タ
ワ
ồ
ま

で
の
道
路
が
狭
い
の
で
は
な
い
か
Ố
今

後
ỏ
道
路
新
設
・
拡
幅
等
で
安
心
安
全

に
避
難
で
き
る
よ
う
財
政
的
に
有
利
な

事
業
が
あ
る
時
期
に
事
業
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
Ố

多
角
的
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る

答　

濱
内
地
域
振
興
課
長

　

ご
指
摘
の
路
線
は
有
効
幅
員
が
狭
い

と
こ
ろ
で
２
・
５
ｍ
程
度
ỏ
広
い
と
こ

ろ
で
３
・
５
ｍ
程
度
ỏ
幹
線
避
難
道
と

し
て
考
え
る
と
ỏ
少
し
心
も
と
な
い
感

じ
を
受
け
て
い
る
が
ỏ
日
常
的
な
生
活

道
と
し
て
捉
え
ỏ
町
内
の
他
の
路
線
と

比
較
す
る
と
そ
れ
ほ
ど
遜
色
が
な
い
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
Ố
し
た
が
ỳ
て

当
路
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
周
辺
の
幹

線
道
路
及
び
生
活
道
の
状
況
を
踏
ま
え

た
う
え
で
ỏ
津
波
避
難
計
画
等
の
防
災

上
の
観
点
及
び
ỏ
生
活
道
を
含
め
た
町

道
機
能
の
観
点
か
ら
も
ỏ
当
路
線
の
位

置
づ
け
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
Ố
ま
た
ỏ
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る

の
が
ỏ
自
主
防
災
組
織
を
含
む
周
辺
住

民
の
意
向
ỏ
用
地
や
建
物
ỏ
構
造
物
の

補
償
に
対
し
て
の
協
力
が
得
ら
れ
る
か

で
あ
り
ỏ
次
に
財
源
の
確
保
ỏ
整
備
に

つ
い
て
の
優
先
順
位
ỏ
費
用
対
効
果

等
々
ỏ
多
角
的
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
Ố

山中　　茂　議員
都道府県化によって国保はどうなる？
情報収集に努めながら、県に対し意見を
述べていく／井上住民福祉課長
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奈
半
利
港
内
堤
防
の
早
期
完
成

を
目
指
し
ỏ
執
行
部
・
議
会
が
共

に
協
力
し
活
動
す
べ
き
で
は
？

問　

現
在
ỏ
奈
半
利
港
内
堤
防
の
進
捗

状
況
を
見
て
み
る
と
ỏ
約　

m
程
度
し

240

か
完
成
し
て
い
な
い
Ố
当
初
平
成　

年
25

度
よ
り
着
工
し
平
成　

年
度
に
完
成
を

29

目
指
す
と
の
工
程
で
あ
る
Ố
昨
年
ỏ
奈

半
利
町
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
ỏ
安
芸
土
木
事
務
所
よ
り
事
業
の
大

幅
な
変
更
が
示
さ
れ
協
議
を
行
ỳ
た
Ố

各
地
区
自
主
防
災
組
織
の
代
表
は
そ
の

案
を
持
ち
帰
り
住
民
説
明
会
等
を
開
催

し
て
い
る
が
ỏ
今
後
の
工
程
等
が
全
く

示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
ỏ
自
主
防
災
組

織
・
地
区
住
民
が
翻
弄
さ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ỏ
不
安
が
増
し
て
き
て
い

る
Ố

　

現
在
ỏ
行
政
と
し
て
今
後
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い
の
情
報
収
集

が
で
き
て
い
る
の
か
を
問
う
Ố

国
か
ら
の
予
算
配
分
が
見
通

せ
な
い

答　

太
田
総
務
課
長

　

こ
の
奈
半
利
港
内
堤
防
及
び
陸
こ

う
ỏ
水
門
等
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
ỏ
高
知
県
の
県
営
事
業
で
あ
る
奈
半

利
港
海
岸
高
潮
対
策
事
業
に
よ
り
整
備

を
進
め
て
い
る
Ố

　

こ
の
事
業
の
当
初
の
全
体
計
画
の
概

要
は
ỏ
整
備
す
る
防
潮
提
の
総
延
長　
910

ｍ
ỏ
総
事
業
費　

億
円
ớ
う
ち
町
負
担

20

分
は
事
業
費　

％
の
２
億
円
Ờ
で
事
業

10

期
間
が
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

25

29

ま
で
の
５
カ
年
の
計
画
で
あ
る
Ố
平
成

　

年
度
に
事
業
に
着
手
し
ỏ
平
成　

年

25

28

度
末
現
在
の
進
捗
状
況
は
ỏ
防
潮
提
の

整
備
済
延
長
が　

ｍ
ỏ
調
査
設
計
費
ỏ

233

工
事
費
等
の
事
業
費
の
累
積
額
は
約

4
・
7
億
円
で
あ
り
ỏ
防
潮
提
の
整
備

率
は
約　

％
ỏ
事
業
費
ベ
ồ
ス
で
の
進

26

捗
率
は
約　

％
と
な
ỳ
て
い
る
Ố

24

　

高
知
県
か
ら
は
ỏ
事
業
が
遅
延
し
た

主
な
要
因
は
ỏ
国
か
ら
の
予
算
配
分
が

減
少
し
た
た
め
で
あ
り
ỏ
県
の
財
政
状

況
や
国
か
ら
の
予
算
配
分
が
見
通
せ
な

い
状
況
で
あ
る
た
め
ỏ
現
時
点
で
は
ỏ

今
後
の
工
程
等
を
示
す
こ
と
で
き
な
い

と
説
明
を
受
け
て
い
る
Ố

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
一
層
の
努
力
を

問　

こ
の
奈
半
利
港
内
堤
防
建
設
事
業

に
つ
い
て
は
ỏ
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に

よ
る
津
波
減
災
対
策
事
業
と
し
て
議
会

で
も
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

の
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
の
認
識
を

し
ỏ
安
芸
土
木
事
務
所
よ
り
説
明
も
受

け
ỏ
提
案
も
し
て
き
た
経
緯
で
あ
る
Ố

　

当
町
に
お
い
て
は
ỏ
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
直
後
よ
り
他
県
ỏ
ま
た
は

他
市
町
村
と
比
較
し
て
も
い
ち
早
く
地

震
対
策
を
計
画
し
ỏ
避
難
タ
ワ
ồ
を
は

じ
め
認
定
こ
ど
も
園
の
高
台
移
転
ỏ
避

難
路
の
整
備
ỏ
避
難
誘
導
灯
ỏ
防
災
の

拠
点
等
ỏ
危
機
管
理
上
し
ỳ
か
り
と

パ
ỽ
ケ
ồ
ジ
で
計
画
を
立
て
マ
ネ
ồ
ジ

メ
ン
ト
さ
れ
着
実
に
履
行
し
ỏ
全
て
が

リ
ン
ク
し
て
ス
ケ
ồ
ル
メ
リ
ỽ
ト
が
得

ら
れ
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
る
Ố

こ
れ
は
本
当
に
評
価
で
き
る
こ
と
で
あ

る
と
共
に
感
謝
も
し
て
い
る
Ố

　

し
か
し
な
が
ら
最
初
に
津
波
が
到
来

す
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
の

が
奈
半
利
港
で
あ
る
ớ
到
達
時
間
が
約

5
Ỗ
8
分
く
ら
い
ỜỐこ
の
内
堤
防
の
建

設
が
5
年
経
過
し
て
も
遅
延
し
た
ま
ま

で
一
向
に
進
ま
な
い
Ố

　

齊
藤
町
長
の
3
・
4
期
目
就
任
の
挨

拶
で
は
ỏ
第
一
に
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
述
べ
て
い
る
Ố

　

安
心
安
全
の
定
義
に
は
諸
説
が
あ
る

が
ỏ
こ
の
内
堤
防
の
よ
う
な
構
造
物
の

安
全
と
は
科
学
的
な
根
拠
を
持
つ
こ
と

で
あ
り
ỏ
そ
の
根
拠
に
よ
ỳ
て
町
民
は

安
心
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
Ố

　

私
は
ỏ
一
貫
し
て
ủ
町
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
が
究
極
の
福
祉
で
あ

る
Ứ
と
主
張
し
て
き
た
Ố

　

こ
の
問
題
は
ỏ
執
行
部
・
議
会
が
情

報
を
共
有
し
有
事
の
際
に
奈
半
利
町
の

玄
関
で
あ
る
奈
半
利
港
内
堤
防
で
津
波

を
抑
え
込
ん
で
時
間
を
稼
ぎ
減
災
に
つ

な
げ
る
最
前
線
の
事
業
で
あ
る
Ố

　

今
後
に
つ
い
て
は
関
係
団
体
に
対
し

早
期
に
完
成
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

執
行
部
・
議
会
が
協
力
し
ỏ活
動
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
ỏ町
長
の
見
解
を
問
う
Ố

議
会
と
も
協
議
し
ỏ国
・
県
に

対
し
要
望
活
動
を
行
ỳ
て
い
く

答　

齊
藤
町
長

　

奈
半
利
港
の
内
堤
防
の
早
期
完
成
に

つ
い
て
は
ỏ
津
波
避
難
の
時
間
を
稼
い

で
い
く
た
め
に
当
然
必
要
な
ỏ
喫
緊
の

課
題
と
認
識
し
て
お
り
ỏ
こ
と
あ
る
ご

と
に
県
議
会
や
担
当
部
署
に
要
望
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố

　

県
に
お
い
て
は
ỏ
防
災
対
策
と
し
て

は
内
堤
防
の
前
段
と
な
る
沖
防
波
堤

ớ
ケ
ồ
ソ
ン
Ờの
設
置
を
行
ỳ
て
お
り
ỏ

奈
半
利
港
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
ỏ

一
定
の
予
算
配
分
も
な
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
ỏ
住
民
の
安
心
安
全
を

得
る
た
め
ỏ
内
堤
防
の
早
期
完
成
に
つ

い
て
ỏ
議
会
の
協
力
も
得
な
が
ら
ỏ
国
・

県
に
対
し
ỏ
要
望
活
動
を
継
続
的
に

行
ỳ
て
い
く
な
ど
ỏ
早
期
完
成
に
向
け

て
努
力
を
し
て
い
く
Ố

寺村　真吾　議員
奈半利港内堤防の早期完成を
目指し努力すべきでは？ 
議会とも協議し、要望活動を行っていく／齊藤町長
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　本大会は、水産資源の保護・管理と海や湖沼・河川の環境保全の大切
さを広く発信するとともに、つくり育てる漁業の推進を通じて漁業の振
興と発展を図ることを目的として、毎年各県で開催されています。
　本県では、平成30年秋季に開催が決定し、式典行事（高知市文化プ
ラザかるぽーと）での功績団体表彰や、海上歓迎・放流行事（宇佐しお
かぜ公園）での稚魚の放流に加え、県民の皆さんにご参加いただける
「関連行事」（高知市内会場を予定）の開催を計画しています。
　また、今年度は、大会に向けた機運醸成や、大会開催をきっかけとし
て水産業の振興と環境保全の大切さを広く県民の皆さんに知っていただ
くため、県内の様々なイベントへのブース出展も行っていきます。

１年前プレイベント（11月予定）
『記念セレモニー（記念放流・漁船パレードなど）』
◆土佐市（宇佐しおかぜ公園）
内容 ： 本大会に向けた機運醸成を図り、県内外からの招

待客や地元の方々の参加のもと、本大会を見据え
た放流・海上パレードを実施します。

『「土佐の豊穣祭2017高知市会場　土佐國美味集結」・「豊かな海づくり
フェスタ（仮称）」』◆高知市（中央公園）
内容 ： 本大会に向けた機運醸成を図るため、本県の食の魅力を感じて

いただけるイベントと連携し、開催します。

イベント情報や県内各地の豊かな森・
川・海の情報を更新中！
「高知県の豊かな海」で検索！
いいね！や「シェア」をお願いします！

≪お問い合わせ≫
　第38回全国豊かな海づくり大会
　高知県実行委員会事務局　
　（高知県水産政策課豊かな海づくり大会推進室内）

☎088－821－4690

高知県キャラクターのくろしおくんで
す。大会コスチュームのはっぴを着て、県
内各地にお邪魔します！お楽しみに！

豊かな海づくりキャラバン
　県内のイベントにブースを出展します。お魚に触れるコーナーや、く
ろしおくんの登場も！
≪ブース出展イベント（予定）≫
●10月７日・８日：第５回全国ご当地じゃこサミット
　（安芸ドーム駐車場）　など

平成29年度の取り組み平成29年度の取り組み平成29年度の取り組み
（平成27年度の福岡大会のプレイベントの様子）
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地域で安心して暮らすために
中芸広域連合　介護サービス課

認知症の人とその家族を地域で支える
　中芸広域連合では、認知症への理解を深めることで、認知症になっても住み慣れた地域で安心し
て暮らせることを目指し、各町村と一緒にさまざまな取り組みを行っています。

＜介護家族の交流の場＞

＊認知症介護相談会＊
　•特別養護老人ホーム愛光園（次回12月開催）
　　　問い合わせ先：特別養護老人ホーム愛光園

（３８）３１０１
＊認知症カフェ＊
　•ほっとカフェ　さかい屋（毎月第2土曜日開催）
　　　奈半利町集落活動センター　なはりの郷　
　　　問い合わせ先：奈半利町役場住民福祉課

　　　　　　         　　　　　（３８）８１８１
　•ほ～むカフェ　（毎月第４土曜日開催）
　　　田野町なかよし交流館
　　　問い合わせ先：なかよし交流館

　　             　　　　　　　（３８）５５０６

認知症になっても、あったかふれあいセンター事業や認知症カフェなど、地
域の集いの場で、さまざまな活動に参加できるよう取り組んでいます。認知
症の方は、物忘れや理解力の低下など日々不安の中で生活しています。近所
の方などに、優しい声掛けをしてもらえることで、地域で安心して暮らすこと
ができます。

認知症への理解を深めるだけでなく、地域でのつな
がりの重要性も含めて学ぶ機会として、小学校や集
会所で「認知症サポーター養成講座」を開催してい
ます。ご希望がありましたら、直接、中芸広域連合また
は、各町村の高齢者担当窓口でご相談ください。

介護をされている家族の方が、相談や交流がで
きる場所として、認知症カフェや認知症介護相談
会を各町村や介護事業所と連携し開催していま
す。
　介護は毎日のことなので、日々の疲れを癒やし
においでてください。

＜認知症や介護の相談窓口＞
奈半利町役場住民福祉課　☎（３８）８１８１　中芸広域連合地域包括支援センター　　☎（３２）１２４４

介護されている家族
が交流できる活動を
支えます

認知症当事者の方の活動を支えます

認知症であっても
生活が継続できる地域づくりを支えます

奈半利小学校認知症キッズサポーター養成講座

知症への理解を深めるだけでなく 地域でのつな

認
域
症
の
が

奈半利小学校認知症キ症キ ズッズササポーター養成講座

たかふれあいセンター事業や認知症カフェなど、地

慣れた地域で安心し

の方が 相談や交流がで
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お知らせお知らせお知らせ

《お問い合わせ先》
　南国年金事務所国民年金課
　　　TEL.088－864－1111 
　　　　　音声案内　②→②

　日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れの方に対して、電話・文書・
戸別訪問による納付のご案内や免除等の申請手続きのご案内を民間事業者へ
委託しています。

振り込め詐欺などにご注意！

国民年金保険料のご案内を
民 間 委 託 しています

《平成27年5月から》 

ご案内させていただく民間事業者(南国年金事務所）

株式会社バックスグループ

お問い合わせ先 0120－987－927
※その他の地域を担当する民間事業者については、日本年金機構ホームページまた
はお近くの年金事務所でご確認ください。

民間事業者は、日本年金機構が発行した納付書により最寄りの金融機関やコンビ
ニエンスストアでお支払いしていただくようご案内します。このため、銀行口座を
指定してATMの操作により振り込みをお願いすることはありません。

民間事業者が戸別訪問して保険料をお預かりする場合、顔写真入りの納付督励員
証明書(身分証)を提示し、日本年金機構が発行する納付書をお持ちの方に限り、
保険料をお預かりすることが可能となっていますが、平成29年 7月 13日以降、民
間事業者の訪問員による収納業務を中止していることから、現金をお預かりする
ことはありません。

http://www.nenkin.go.jp/

日本年金機構 検索で



滑　なはり広報　No.31417

その他のQ&Aは、日本年金機構ホームページに掲載しています。

お知らせ

Q なぜ民間事業者へ業務を委託するのですか？

Q A&

A　国民年金保険料のご案内については、「日本年金機構法」により業務の一部を委託できることとさ
れており、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に基づき実施しています。この法律
は、従来国等が行ってきた事業に民間事業者の参入機会を広げ、民間事業者の創意工夫やノウハウの
活用により、低コストでより良いサービスの提供を目指すことを目的としているものです。日本年金機
構は、事業の民間委託を通じてお客様に年金制度についてのご理解を深めていただくとともに、保険
料の納め忘れによる低額年金者や無年金者の減少を目指しております。

Q 民間事業者ヘどのような業務を委託しているのですか?
A　国民年金保険料の納め忘れのあるお客様に対して、電話や文書、戸別訪問による納付案内と免除・
猶予制度のご案内、戸別訪問による保険料の収納業務、その他口座振替などのご案内を委託してお
ります。
　　なお、平成29年7月13日以降、民間事業者の訪問員による「戸別訪問による保険料の収納業務」に
ついては中止していることから、現金をお預かりすることはありません。

Q 委託先はどのように決めているのですか？
A　日本年金機構は、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に従い、公平性や透明性
の確保の観点から「一般競争入札」により委託する民間事業者を決めています。入札には、様々な業態
の民間事業者が参加しています。

Q 夜間や休日にも電話や訪問があるのですか？
A　平日の日中はお仕事や学校等で連絡がつきにくいこともあるため、土日や祝日の8:00から21:00ま
での時間帯にお電話や訪問をさせていただく場合があります。

Q 名前や生年月日を聞かれることはあるのですか？
A　ご本人様確認のため、基礎年金番号や氏名、生年月日、住所をお伺いしますので、あらかじめご了承
願います。

Q 民間委託していることをどのように知ることができますか？

A　民間委託の内容については、政府が取り組む広報経費の削減の方針もあり、マスメディアを活用し
た広報はできませんが、
①日本年金機構ホームページに全国の各地域を担当する委託事業者の一覧を掲載
②日本年金機構からお送りする国民年金保険料納付書の封筒への記載
③民間委託をお知らせするチラシを年金事務所に設置
④市町村広報誌、ホームページへの掲載依頼
などの周知に努めております。

 民間事業者による国民年金保険料のご案内 
年金

ご不明な点がありましたら、南国年金事務所までお問い合わせください。
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■
特
定
健
診
と
は
ộ

　

こ
の
健
診
は
ỏ
メ
タ
ボ
リ
ỽ
ク
シ
ン
ド

ロ
ồ
ム
ớ
内
臓
脂
肪
症
候
群
Ờ
と
そ
の
予
備

群
の
人
を
見
つ
け
ỏ
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
の
健
診
で
す
ớ
結
果
に
応
じ
て
特
定

保
健
指
導
を
行
い
疾
病
予
防
に
努
め
ま
す
ỜỐ

▼
対
象
者

・
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
ớ
国
保
Ờ
に
加

入
し
て
い
る　

Ỗ　

歳
の
人

４０

７４

　

※
本
年
度
中
に　

歳
に
到
達
す
る
人
ớ
昭

４０

和　

年
４
月
１
日
Ỗ　

年
３
月　

日
生

５２

５３

３１

ま
れ
の
人
Ờ
も
対
象
と
な
り
ま
す
Ố

▼
必
須
検
査
項
目

　

①
問
診

　

②
身
長
・
体
重
・
腹
囲
測
定

　

③
血
圧
測
定

　

④
肝
機
能
検
査

　

⑤
血
中
脂
質
検
査

　

⑥
血
糖
検
査

　

⑦
尿
検
査

　

⑧
視
診
・
聴
診
・
触
診

▼
料
金

・
無
料

▼
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
ớ
紫
色
Ờ

▼
受
診
方
法

　
ủ
集
団
健
診
Ứỏủ
個
別
健
診
Ứ
の
ど
ち
ら
か

を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　

※
人
間
ド
ỽ
ク
も
特
定
健
診
受
診
券
が
利

用
で
き
ま
す
Ố

�

★
よ
り
多
く
の
人
に 

　

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

　

特
定
健
診
を
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
人

を
対
象
に
ỏ
電
話
や
訪
問
に
よ
る
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Ố

★　

歳
以
上
の
人
へ

７５

　

対
象
者
の
方
へ
ỏ
水
色
の
封
筒
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
健
康
診
査
の
受
診
券

と
案
内
が
届
き
ま
す
Ố

★
国
保
以
外
の
保
険
に 

　
　
　
　

加
入
し
て
い
る
人
へ

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
ỏ
各
医
療

保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
ỏ
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
半
利
町
役
場
住
民
福
祉
課

☎
ớ　

Ờ
８
１
８
１

３８

☎
ớ　

Ờ
４
０
１
２

３８

　

受
診
券
は
ỏ
集
団
健
診
終
了
後

の
８
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
Ố

　
　

個
別�
健�
診　　
　

◆
と　

き

　

希
望
す
る
時
期
に
受
診
で
き
ま
す
Ố

◆
と
こ
ろ

　

県
内
の
登
録
医
療
機
関
で
受
診
で

き
ま
す
Ố

※
医
療
機
関
で
の
受
診
に
際
し
て
は
ỏ

予
約
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
Ố

※
詳
細
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

◆
持
ち
物

　

①
保
険
証　

②
受
診
券

　
　

集�
団�
健�
診　　
　
　

◆
と　

き

　
　

月　

日
ớ
日
Ờ
※
午
前
の
み

１１

２６

　
　

月　

日
ớ
月
Ờ
※
８
月
７
日ớ
月
Ờ

１１

２７

台
風
で
中
止
に
な
ỳ
た
代
替
日
で
す
Ố

　

◆
と
こ
ろ

　

奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ồ

　

◆
中
芸
５
カ
町
村
ど
こ
の
健
診
会
場

で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
ỏ
健
康
カ
レ

ン
ダ
ồ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
Ố

※
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
Ố

健やか犬
　健（ケン）犬（ケン）

健康づくり声かけ隊長　
古江掛増代

　
　
　

歳
Ỗ　

歳
の
奈
半
利
町
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ま
へ

４０

７４

　
　
特
定
健
診
を

　
　
　
　
　
　

受
診
し
ま
し
Ỷ
う
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◆空き家バンクお問い合わせ先◆
　　〒781－6402 高知県安芸郡奈半利町乙1659番地１
　　　　　　　　　　奈半利町役場　地域振興課　移住担当／戸梶
　　　　　　　　　　TEL　38－8182　FAX　38－7788
　　　　　　　　　　ＨＰ：www.town.nahari.kochi.jp
　　　　　　　　　　 ：tokaji_takahumi@town.nahari.kochi.jp

　奈半利町でも人口減少の問題が深刻化しております。そのため地域
振興課では県内外からの移住促進活動を積極的に行っております。
　その中で空き家の有効活用を通して人口増加及び地域の活性化を図
るため『空き家バンク』を設置し所有者様からの物件情報を募集いた
します。
　空き家を所有していてお困りの方や、売却・賃貸をお考えの方はこ
の機会に一度ご相談ください。

　注意事項
１．奈半利町は空家の情報提供及び不動産業者との連絡を行います。なお交渉契約には関与ができ
ません。

　２．交渉契約については専門の不動産業者を通すことをお勧めしています。
　３．築年数が経過している建物は現在の耐震基準を満たしていない物もあります。

　空家バンクに登録できない物件
　１．住宅以外の建物（店舗等）
　２．共同住宅、長屋住宅（マンション・ハイツ・長屋等）
　３．現地調査の結果、現状では居住することが難しいと判断された物件。
　４．その他関係法令への適合状況によって登録できない場合があります。

空き家物件登録募集のご案内空き家物件登録募集のご案内空き家物件登録募集のご案内

※奈半利町ではリフォーム・耐震改修に関する補助も実施しておりますのでお気軽にご相談ください。

物件所有者物件所有者物件所有者

奈半利町奈半利町奈半利町

宅地建物取引業者宅地建物取引業者宅地建物取引業者

依
頼
依
頼
依
頼

空
き
家
バ
ン
ク

空
き
家
バ
ン
ク

空
き
家
バ
ン
ク

利用希望者利用希望者利用希望者

③交渉申込③物件登録

④交渉契約④交渉契約

①情報提供 ①利用登録

②確認調査 ②情報の提供

奈半利町空き家バンクフロー図

奈半利町 検 索
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●木材安定供給推進事業支援事業（国庫事業）　下表以外の作業種…路網整備
補助率補助要件等間伐率事業規模事業内容対象林齢作業種

定額
　３５０千円／ｈａ
＋間接費以内

①県が作成する体質強化計画に明
記された「原木供給計画参画事業実
施主体」のうち、市町村、森林所有
者、森林組合等、森林法施行令第１１
条に定める特定非営利活動法人等、
森林経営計画認定者等、特定間伐促
進計画の事業主体に位置付けられ
た者並びに知事が認める者
②同一林班または区域内に森林経
営計画が作成されている場合は、翌
年度末までに本事業での施行箇所
を経営計画対象森林とすること。

３０％０．１ｈａ以上／施行地
不良木の除去、不良木の淘
汰、支障木やあばれ木等の伐
倒造材、集材、搬出集積、積
込

～６０年生間伐材
生産

ご存じですか。平成２9年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか。平成２9年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか。平成２9年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか。平成２9年度の間伐事業等の支援制度ご存じですか。平成２9年度の間伐事業等の支援制度
高知県からのお知らせ森林所有者の皆様へ

　施業を集約化し、間伐等を行う場合の補助事業　
●造林事業（国庫事業）　下表以外の作業種…再造林、鳥獣害防止施設、下刈り、森林作業道等

補助率補助要件等間伐率事業規模事業内容対象林齢作業種区分

６８％

下記の①、②のいずれかに該当しているこ
と。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②特措法に基づく特定間伐促進計画の事業
主体に位置付けられた者。

規定無０．１ha以上／施行地不用木の除去、不良
木の淘汰

～２５年生
（除伐）

除
伐

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業 ３０％

０．１ha以上／施行地

Ａ：不用木の除去、
不良木の淘汰

Ｂ：伐採木の平均胸
高直径が１８㎝ 未
満の不用木の除
去、不良木の淘汰

Ａ：～３５年生
（保育間伐Ａ）
Ｂ：林齢制限
なし
（保育間伐Ｂ）

保
育
間
伐

下記の①、②のいずれかに該当しているこ
と。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②特措法に基づく特定間伐促進計画の事業
主体に位置付けられた者、かつ集約化実
施計画の対象森林。

・いずれも事前計画の提出が必要。（森林作
業道の計画を含む）

０．１ha以上／施行地

①森林経営計画に基づく場合
森林経営計画ごとに間伐・更新伐の施
行地面積の合計が５ha以上で平均搬
出材積が１０㎥ 以上
②特定間伐等促進計画に基づく場合　
集約化実施計画ごとに間伐・更新伐の
それぞれにおいて施行地面積の合計が
５ha以上で平均搬出材積が１０㎥ ／ha
以上

不用木の除去、不良
木の淘汰、搬出集積

～６０年生
※森林経営計
画に基づく場
合は標準伐期
齢の２倍以下
の林齢

搬
出
間
伐

不用木の除去、不良
木の淘汰、支障木や
あばれ木等の伐倒、
搬出集積

～９０年生
更
新
伐

保安林また
は市町村森
林 整 備 計
画に規定す
る公益的機
能が高い森
林（７２％）

その他
（３６％）

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①県・市町村（ただし、事業主体が自ら所有
する森林以外で森林所有者と締結した場合、
または寄付や分収契約解除等により公有林
化した森林で実施した場合に限る。）
②森林整備法人、森林組合、森林法施行令第
１１条に定める特定非営利活動法人等（ただ
し、事業主体が自ら所有する森林で実施す
ることを除くこととし、地方公共団体及び
森林所有者と協定を締結した場合に限る。）

０．１ha以上／施行地不用木の除去、不良
木の淘汰

Ｃ：～６０年生
（保育間伐Ｃ）

間　

伐

環
境
林
整
備
事
業

　お問い合わせ先　　　　高知県　林業振興・環境部　木材増産推進課（間伐担当）　　☎088－821－4602
　　　　　　　　　　　安芸林業事務所　　　☎0887－34－1181　　中央東林業事務所　☎0887－53－0655
　　　　　　　　　　　嶺北林業振興事務所　☎0887－82－0162　　中央西林業事務所　☎088－893－3612
　　　　　　　　　　　須崎林業事務所　　　☎0889－42－2371　　幡多林業事務所　　☎0880－35－5977
■もしくは、お近くの市町村、森林組合までお問い合わせください。

　自分で自分の山を手入れをする場合の補助事業（自伐林家等を含む。）　
●緊急間伐総合支援事業（県事業）　下表以外に…路網整備（５００～１，５００円／ｍ）など

補助率補助要件等間伐率事業規模事業名対象林齢作業種

定額
　８０，０００円／ｈａ

保安林または市町村森林整備計画
に規定する公益的機能が高い森林
で集約化が困難な森林

３０％

０．１ｈａ以上／施行地

公益林保全整備事業（保育間伐）１１～６０年生

間伐 定額
１８３，０００円／ｈａ国庫補助事業の対象とならない森

林

３０％
森林整備支援事業（搬出間伐）３１～６０年生

定額
１２２，０００円／ｈａ２０％

　再造林及び被害防護施設等に対する支援制度　
●森林資源再生支援事業（県事業）…造林事業への嵩上げ（造林事業と合計で概ね９０％相当）

補助率補助要件等作業種

22%以内
（造林補助率68%の場合は、合わせて90%となる。）

造林補助事業で採択された人工造林及び附帯施設等整備（鳥獣害防止施設等整備）、下刈
り（隔年）とする。ただし、シカ被害防護施設については、再造林と一体的に実施する
ものとする。

再　造　林
シカ被害防護施設
下刈り（隔年）

●みどりの環境整備支援交付金（県事業）…造林事業への嵩上げ（造林事業と合計で概ね９０％相当）
補助率補助要件等事業内容対象林齢作業種

定額　３５，０００円／ha
造林事業で採択
された除伐及び
保育間伐（A・
B・C）とする。

除伐：不用木の除去（森林環境保全直接支援事業）１１～２５年生除伐
定額　３５，０００円／ha保育間伐Ａ：不用木の除去、不良木の淘汰（森林環境保全直接支援事業）１１～３５年生

保育
間伐 定額　３０，０００円／ha保育間伐Ｂ：伐採木の平均胸高直径が１８㎝ 未満の不用木の除去、不良木

の淘汰（森林環境保全直接支援事業）１１～４５年生

定額　２３，０００円／ha保育間伐Ｃ：不用木の除去、不良木の淘汰（環境林整備事業）１１～４５年生

注意！：上記の事業を実施した場合には転用制限期間（５年または１０年）がありますので、山林を開発、転
売、皆伐などを計画する場合は、必ず下記のお問い合わせ先へ連絡してください。

みどりの環境整備支援交付金と公
益林保全整備事業には、みなさま
からお預かりした森林環境税が活
用されています。

※２０％の間伐は、高知県小規模林業事業推進協議会の会員に限ります。
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お
知
ら
せ

運転免許返納支援制度がスタートしました運転免許返納支援制度がスタートしました運転免許返納支援制度がスタートしました

　免許効力が有効である運転免許証を自主返納すると「運転経歴証明書」の発行を申請することが
できます。
　安芸市のタクシー・ハイヤー業者では、自主返納に対する支援制度が始まりました。支援制度の
内容は、ハイヤー等の乗車時の運賃について、１割引きとなる特典が受けられるようになりまし
た。
　加盟会社については

・(有)谷ハイヤー・(有)丸和ハイヤー・カトレアタクシー
・伊尾木ハイヤー・芸陽ハイヤー

　になります。
☆利用の際には必ず「運転経歴証明書」の掲示が必要になりますので、お忘れのないようにお願い
します。

全国地域安全運動　10月11日（水）～２０日（金）全国地域安全運動　10月11日（水）～２０日（金）全国地域安全運動　10月11日（水）～２０日（金）

安芸地区地域安全協会・安芸警察署

　今年も、全国一斉に地域安全運動が実施されます！
　期間中、安芸地域安全協会と安芸警察署では、地域安全推進員をはじめとする自主防犯組織のタ
ウンポリスなど、地域の防犯団体と連携して「みんなで　つくろう　安心の街」をスローガン
に、地域安全運動を推進するため各種行事を予定しています。
　皆さんもこの期間に、地域の安全や家庭の防犯について確認しあい、事件・事故のない安心安全
な街づくり・家庭づくりに取り組みましょう。

●お問い合わせ先
　ＮＨＫふれあいセンター
　　　☎　0570－066－066
　　または
　　　☎　050－3786－5000

にっぽん縦断こころ旅　お手紙募集にっぽん縦断こころ旅　お手紙募集にっぽん縦断こころ旅　お手紙募集

　ＮＨＫ－ＢＳプレミアムで放送予定の、「にっぽん縦断 こころ旅（2017秋の旅）」。
　９月25日、信濃国長野県をスタート。
　愛知、三重、和歌山から四国に入り徳島、香川、愛媛、高知と４県を巡り九州大分へ。宮崎、そして鹿児
島を目指します。
　番組では、皆さんからのお手紙で旅のルートを決定するため、市（町・村）内の「忘れられない場所、風
景」にまつわる手紙を募集しています。

■高知県の放送予定
　11月20日（月）～24日（金）

■応募期限
　10月16日（月）必着

■応募内容
住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場所、風
景にまつわるエピソード

■応募方法
　番組ホームページ　http://nhk.jp/kokorotabi　
　FAX　03－3465－1327
　郵送　〒150－8001　ＮＨＫ「こころ旅」係
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お
知
ら
せ

奈半利町臨時的任用職員登録者募集奈半利町臨時的任用職員登録者募集奈半利町臨時的任用職員登録者募集
平成29年度平成29年度平成29年度

●ご不明な点がございましたら、  総務課（ＴＥＬ３８－４０１１）までご連絡ください。

■申し込み方法
　役場備え付けの「登録申込書」と「履歴書」に必要事項を記入し、履歴書には写真を貼付のうえ、総
務課人事係までお申し込みください（履歴書は任意の様式でも結構です）。
　なお、提出していただいた書類は返却いたしませんのでご了承ください。
　
■採用方法
　登録申込書により登録された方の中から面接等を行い、採用を決定します。
　雇用については不定期であり、すぐに採用されない場合があるほか、職種によっては登録されて
も期間内に雇用されない場合もありますのでご了承ください。
　なお、雇用は選考によるものであり、登録された順番によるものではありません。

■申し込み対象者
　心身ともに健康な１８歳以上の方。

■勤務条件
　　•職務内容／一般行政事務補助、保育士、幼稚園教諭、清掃員、給食調理員など
　　•勤務場所／本庁、出先機関または勤務（作業）現場
　　•勤 務 日／月曜日から金曜日の週５日以内（職種により異なる場合があります）
　　•勤務時間／午前８時３０分から午後５時１５分まで（午後０時から午後１時まで昼休憩）
　　　　　　　（職種により異なる場合があります）
　　•賃　　金／日額６，８００円から８，２００円程度（職種により異なります）
　　•雇用期間／原則１カ月から最大最大12カ月までの不定期
　　•社会保険／雇用期間及び雇用形態により、健康保険・厚生年金・雇用保険に加入

■受付期間
　奈半利町役場総務課にて随時受け付けます。

■登録有効期限
　当該登録申込書に記入した年度中。

　奈半利町では、平成２９年度の臨時的任用職員として仕事を希望する方の登録を行って
います。登録を希望する方は、下記によりお申し込みください。
　なお、この臨時職員の登録は、町で臨時職員が必要となった時のために事前に登録する
ものであり、登録された方の雇用を約束するものではありませんのでご了承くださ
い。
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お
知
ら
せ

法定相続情報証明制度 ～あなたの相続手続きを応援します！～法定相続情報証明制度 ～あなたの相続手続きを応援します！～法定相続情報証明制度 ～あなたの相続手続きを応援します！～

　　　●お問い合わせ先　
　　　　高知地方法務局安芸支局　TEL　0887－35－2272
　　　　高知地方法務局ホームページ　http://houmukyoku.moj.go.jp/kochi/

　平成29年５月から全国の登記所（法務局）において、各種相続手続
きに利用することができる「法定相続情報証明制度」がスタートして
います。
　この制度による「法定相続情報一覧図」を利用することで、各種相
続手続き（銀行の預金払い戻し、不動産の相続登記等）で戸籍謄本の
束を何度も出し直す必要がなくなります。
　詳しい内容は、下記まで、お問い合わせください。また、「高知地
方法務局ホームページ」でもご覧いただけます。

　自衛隊には多様な働き方（コース）、多くの職種・職域があり、自分の興味や得意分野を活かし
ながら様々な形で社会に貢献できる、幅広いフィールドがあります。

※自衛官候補生の試験については、10月以降も行います

「自衛官等」募集案内「自衛官等」募集案内「自衛官等」募集案内

●詳しくは　自衛隊高知地方協力本部　安芸地域事務所　までご連絡ください。
安芸市本町3丁目11－5（すまいるあき前）　TEL　35－2749（FAX兼用）

E-mail　kochi.pco.aki@rct.gsdf.mod.go.jp

試験日受付期間資格募集種目

１次　９月１８日（月）７月１日〜９月８日海：１８歳以上２３歳未満の者
空：１８歳以上２１歳未満の者航空学生

１次　９月１６日（土）
２次　１０月７日（土）・
　　　　　８日（日）

７月１日〜９月８日

１８歳以上２７歳未満の者

一般曹候補生

学科　　９月１６日（土）
口述等　９月２７日〜３０日
　　　　（いずれか１日）年間を通じて実施

男子
自衛官候補生

１０月１日（日）女子

９月２３日（土）・２４日（日）
９月５日〜９月７日

１８歳以上２１歳未満の者
高卒者（見込含）または高専３年次
修了者（見込含）で成績優秀かつ生
徒会活動等に顕著な実績を納め学
校長が推薦できる者

推薦

防衛大学校
学生 １次　９月２３日（土）

１８歳以上２１歳未満の者
高卒者（見込含）または高専３年次
修了者（見込含）

総合
選抜

１次　１１月４日（土）・
　　　　　５日（日）９月５日〜９月２９日一般

前期

１次　３０年２月１７日（土）３０年１月２０日〜１月２６日一般
後期

１次　１０月２８日（土）・
　　　　　２９日（日）９月５日〜９月２９日

１８歳以上２１歳未満の者
高卒者（見込含）または高専３年次
修了者（見込含）

防衛医科大学校
医学科学生

１次　１０月１４日（土）９月５日〜９月２９日防衛医科大学校
看護学科学生

平成３０年１月６日〜８日
　　（いずれか１日）１１月１日〜１２月１日

男子で中卒（見込含）１７歳未満の成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な
実績を納め、学校長が推薦できる
者

推薦陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

１次　３０年１月２０日（土）１１月１日〜３０年１月９日男子で中卒（見込含）１７歳未満の者一般
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作り方

　外食、中食ともに主食＋主菜＋副菜のバランスに気をつけ、とくに中食では栄養成分表示を参考にするようにし
ましょう。どちらも塩分が多めなので、減塩のために、ラーメンの汁は残したり、カリウムの多い野菜を積極的にと
りましょう。

外食・中食の食べ方と選び方

きゅうり・みょうがは千切り、水菜
は４㎝幅に切る。

①をポン酢で和えて、出来上がり。

1
2

材　料
きゅうり……2本
みょうが……2個

水菜……1束
ポン酢……大さじ3きゅうりとみょうがの

ポン酢和え

簡単野菜メニューの紹介簡単野菜メニューの紹介簡単野菜メニューの紹介

食卓に野菜が少ない、
あともう１品何かという時に
サッと切ってできるメニューです。

外食・中食を
賢く食べる工夫
外食・中食を
賢く食べる工夫
外食・中食を
賢く食べる工夫

　外食でも家庭内食でもない、中食（なかしょく・
ちゅうしょく）を食べる人が増えてきています。中
食とは、持ち帰り総菜やデリバリーなど家庭外で
調理された食品を家や職場などで食べることを
いいます。外食や中食は食事内容が偏りやすく、

また味付けが濃いめだったりするので、選び方で栄養素やエネルギー量のバランスを調整するようにしま
しょう。

外食で
気をつけたいこと
外食で

気をつけたいこと
外食で

気をつけたいこと

中食で
気をつけたいこと
中食で

気をつけたいこと
中食で

気をつけたいこと

ファストフード
●サラダやスープで野菜をとる。
●ポテトは小さめのサイズを選ぶ。
●ドリンクは牛乳や野菜ジュースを。

買い方
●栄養成分表示をチェッ
ク。
●一汁三菜を意識し、主菜
と副菜がそろうように。
●野菜を意識し、単品にならないように。
●食材の多い食品を選ぶ（幕の内弁当、ミッ
クスピザなど）
●脂質や塩分が多い弁当を毎日続けない。

食べ方
●揚げ物に注意。
ときどきは衣
をはいで食べ
る。

●サラダにはノ
ンオイルまたは油の少ないド
レッシングを。

●デザートには、カルシウムを手
軽にとれるヨーグルトなどを。

ファミリーレストラン
●肉料理や揚げ物など高カロリーのメニュー
は避ける。

●サラダバーがあれば利用して野菜をしっか
りとる。

●栄養成分表示を
参考に選ぶ。

イタリアン

●パスタソースのエネルギーに注意。カルボ
ナーラよりは、トマトソースを。
●サラダで野菜をしっかりとる。

中華料理
●ギョウザ、シュウ
マイ、春巻きなど
の皮は主食とみ
なし、ごはんの量を調整する。
●油を多く使う料理が多いので、脂
肪分のとりすぎに気をつける。

和食
●主菜は肉料理や
揚げ物を避けて、
低カロリーの魚
料理を。

●汁物、漬物、佃煮などは塩分が多いので注
意。塩やしょうゆを足さないようにする。

丼もの、めん類
●野菜をたくさん食べら
れるメニューを選ぶ。

●主食に偏らないよう、
どんぶりとめんのセッ
トなどは避ける。
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　今回は、オーストラリアの祭りを紹介したいと思います。オーストラリアでは「アグリカルチャル・ショー」と

いうフェスティバルがあります。アグリカルチャル・ショーとはアメリカの田舎の祭りのようなイベントです。

アグリカルチャル・ショーは田舎に暮らしている人にとって大切な文化で、都会に住んでいる人が農業体験を

楽しむことができ、とても人気です。

農業機械の展示会

　アグリカルチャル・ショーで農業に関係のある

器具や機械を展示することがあります。新しく開

発されたトラクター、ハーベスターなどを見ること

ができ、農場のテクノロジーについての色々な講

習に参加できます。

動物のイベント

　大きなアリーナで乗馬大会も行っており、他には

牛、羊、鶏を、色や大きさなどの必要条件から審査して１位～3位を決めるイベントもあります。

面白いイベント

　オーストラリアのアグリカルチャル・ショーで行う面白いイベントが二つあります。

　一つ目は「羊毛刈り」です。オーストラリアでは

羊を育てる歴史がすごく長く、オーストラリアの人

はこのイベントを大切にします。時間を計りなが

ら、シェーラー（羊のウールを切り離すことに熟練

した労働者）がウールを何匹かから刈り取って、一

番多く数をとったシェーラーが勝ちます。すごいス

ピードできれいにウールを羊から刈り切ることは

高度な技術が必要なので、シェーラーを尊敬する

人は多いです。

シーリー・セーラジェイン

国際交流員

オーストラリアのアグリカルチャル・ショー
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☆右の単語を探してみよう！！

 　二つ目は、オーストラリアで作られた「キャンプデュ

ラフティング」という乗馬イベントです。人馬が牛の群

れから一頭を選んで、決められたコースを、牛を先頭に

誘導しながら走ります。牛を誘導しながら走ることは、

大変難しいことです。プロ選手は、大会でタイムを競

い、一番速かった優勝選手は、８００万円以上の懸賞金

をもらうことができます。

美術展示会

　動物にあまり興味を持っていない人は美術展示会

を楽しめます。年齢を問わず、子どもから９０歳以上

まで、芸術品を出すことができます。様々なテーマが

あり、審査が年齢や学年に分かれています。学生時

代に、美術展示会のため美術の授業で、絵を描いて

出すことがとても楽しかったです。地域民俗の芸術

品などを展示していて、興味深いものになっていま

す。
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　７月２６日（水）、山下周様より図書の充実のため奈半利中学校へ、５０万円の寄付をいただきま
した。自然科学等の本の購入に活用させていただき、図書利用の増進に努めたいと思います。
　ありがとうございました。

奈半利中学校へ寄付

　米ケ岡生活体験学校での合宿では、楽器運搬、薪
割り、掃除、食事作り、後片付け、お風呂焚き、ご
はん炊きなど大変なことばかりでしたが、みんなで協
力してできました。「大変なことも、協力すれば何で
もできる」と思いました。また、練習ではクーラーが
ついていない場所、布団を敷いても響く場所だった
ので、響きに頼らないよう、自分の出している音に
責任をもち、同じ入りの人と息を合わせることや音の
形をそろえることを意識して頑張りました。
　米ケ岡サンクスコンサートでは、直前まで部屋の中
で練習をしていたので、外での演奏準備に先輩方や、
地域の有志の方のお手伝いをいただきました。演奏

本番では、響きが全くない外での演奏にミスもあって、あまりよい演奏とはいえませんでしたが、地域の方々の温かい笑
顔や拍手に勇気づけられました。演奏後、地域の方々からの差し入れや、手作りの料理に舌鼓をうち、充実した合宿に
なりました。
　合宿後、町民会館で壮行式を行いました。昨年の定期演奏会を
聴き、今回も聴きに来てくださった方もいらっしゃいました。演奏
後「感動した」と言ってくださった方々の思いも、私たちにとって
励みになりました。
　コンクール本番では、堂々と演奏することができました。練習で
うまくいかなかったところも、本番ではやりきることができました。
また、すごく楽しく演奏できました。３年間やってきた自分や、仲
間に自信があったからだと思います。個々の表現力も３年間で一
番よかったと思います。そして、結果発表。私たちは、最後で結
果発表の時すごく不安でした。緊張していたので、「奈半利中学
校ゴールド金賞・高知県代表」という言葉を聞いたとき、本当に
私たちのことなのか信じられませんでした。ですが、とても嬉しか
ったです。
　私たち３年生が３年間積み重ねてきたものが今回実ってこのような結果になったことは確かです。本当にみんないい音
をしているし、このバンドの音に自信があります。けれど、私たち以上に練習をしていたところは、山程あったと思います。
四国を目指していたところもあったと思います。私は今すごく代表の責任を感じています。代表になったからには、県大
会以上の演奏をしなければならないし、気持ちの面でも、今のままでは四国をめざした他のバンドに失礼で申し訳なくな
ります。涙を流して喜んでくださった先生方や保護者の方々、特に、他の学校の人たちの思いを忘れずに、これからみ
んなで変わっていきたいと思います。高すぎる目標だと思うけれど、みんなで金賞をとるための努力をしたいです。

吹奏楽部部長　３年　畠中　ひより

　奈半利中学校吹奏楽部は７月３１日に開催された高知県吹奏楽コンクールにて見
事金賞を獲得し、８月１９日に徳島県鳴門市で行われる四国支部大会に出場すること
となりました。吹奏楽部の皆さんそして関係者の皆様おめでとうございます。

★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★

私たちのChallenge―夏の陣―

奈半利中学校吹奏楽部　金賞受賞！！奈半利中学校吹奏楽部　金賞受賞！！奈半利中学校吹奏楽部　金賞受賞！！
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「
お
い
し
い
ね
！
」、「
う
わ
ぁ
、

速
い
！
と
れ
ん
」、「
ト
マ
ト
が
流

れ
て
き
た
！
」
校
舎
脇
の
樹
木
の

陰
で
、
子
ど
も
た
ち
の
は
し
ゃ
い

だ
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
加
領

郷
小
学
校
で
は
、
７
月
１８
日
に
１

学
期
末
の
「
お
楽
し
み
会
」
を
全

校
児
童
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
児
童
た
ち
の
自
主
性

を
育
て
る
た
め
に
、
計
画
、
準
備
、

運
営
と
、
全
て
を
子
ど
も
た
ち
に

任
せ
、
主
体
的
に
実
施
す
る
「
お

楽
し
み
会
」
を
仕
組
ん
で
み
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
分
か
ら
な
い
こ

と
、
困
っ
た
こ
と
は
、
何
で
も
先
生

や
お
家
の
人
に
相
談
す
る
よ
う
に
と

伝
え
て
あ
り
ま
し
た
。
内
心
、
ち
ゃ
ん

と
話
し
合
い
や
計
画
が
進
む
の
か
な

と
心
配
で
し
た
が
、
案
ず
る
よ
り
産

む
が
易
し
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
は
、

買
い
物
係
、
資
材
係
、
進
行
係
等
々
、

役
割
分
担
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
き

ち
ん
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
「
お
楽
し
み
会
」
の
前
半
で
は
、
プ

ー
ル
で
の
レ
ク
を
し
て
、
後
半
で
流
し

そ
う
め
ん
を
し
ま
し
た
。
保
護
者
か

ら
は
、
流
し
そ
う
め
ん
に
使
う
竹
、

竹
の
箸
と
お
椀
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
提
供

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
児
童
が

保
護
者
に
相
談
し
て
頼
ん
だ
も
の
で

す
。
竹
の
傾
斜
を
つ
け
る
た
め
の
台

も
、
児
童
の
発
案
で
、
知
り
合
い
か
ら

調
達
を
し
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ュ
ウ
リ
が
、
た
び
た
び
途
中
の
節

に
引
っ
か
か
り
、
流
れ
が
悪
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
経
験
と
し
て
学
習
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
見
て
い
て

微
笑
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。
児
童
が

考
え
た
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
。一
口

大
の
ゼ
リ
ー
が
流
れ
て
き
た
の
は

初
め
て
で
し
た
。
な
か
な
か
箸
で
つ

か
み
に
く
く
、
そ
れ
が
ま
た
お
も

し
ろ
い
の
か
、
楽
し
そ
う
に
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
先

生
も
児
童
た
ち
も
お
腹
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
文
字
通
り
楽
し
い
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
お
楽
し
み
会
」
が
終
わ
っ
た
後

の
児
童
た
ち
の
表
情
は
、
自
分
た

ち
で
作
り
上
げ
た
行
事
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
普
段
の
行
事
の
後
よ

り
も
満
足
感
に
満
ち
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

奈半利中学校　長谷山　妃弥香
　７月9日、日曜日『夏の陣』が開催されました。今年の生徒会
テーマは、「Challenge」です。一番大変だったことは、開催時刻の
決定でした。昼間の開催から夕方の開催への変更は私たちのチャ
レンジの大きな柱のひとつです。これまでの昼間開催をやめ、夕
方開催にすることを決めたのは、陣の最後にキャンプファイヤー
を囲み、フォークダンスをすることが私たち3年生の願いだったか
らです。そのために何度も話し合いを重ねました。保護者や先生
方からも意見をもらいながら、最後は、生徒総会を開き、3票差で
夕方開催が決まりました。
　新しいことへの挑戦に私たちの気持ちは高まりました。地域の
方々の協力もあって、チケットは予想以上の売り上げになりました。

　「陣」当日、たくさんのチケットを売り上げた私たちは、朝９時から大量のカステラを焼きました。暑くて大変でしたが、カス
テラを焼き終わった後は、達成感がありました。焼き上がったカステラを袋に詰め、グラウンドにテーブルやイス、屋台を配
置して、さあいよいよ始まるぞ！と思った時、急に雨が降り出しました。苦労して外に準備したもの全てを急いで体育館に戻
すことになったのです。でも、保護者の方々や、早めに来ていた地域の方々が協力してくれたおかげで、あっという間に体
育館の中に準備ができました。何も言わず手伝ってくれた方々の温かさを感じました。私はこの時、陣ができるのは地域の
方やたくさんの人の協力があったからこそだということに気づきました。
　夕方5時3分、私たちのチャレンジ「夏の陣」がスタートしました。私たち3年生
は、陣を成功させるために、男女に分かれてダンスを披露しました。恥ずかしかっ
たけれど、拍手をもらった瞬間、やって良かったと思いました。男子のダンスは、
本当に楽しそうでアンコールの拍手が起きました。閉会式が近くなると、雨も止
み、キャンプファイヤーができました。みんなとフォークダンスを踊っていると、し
んどかったことが次々といい思い出になっていくようでした。こうやって私たち
の夏の陣はみんなの心に素敵な思い出を刻んで幕を閉じました。
　ちなみに、私の「夏の陣」での密かなチャレンジは、ステージの司会進行を、大きな声でハキハキとすることでした。練習を
何度もしました。本番、「司会、とても良かったよ」と言われた時は、内心ガッツポーズをしました。私にとっても中学校での最
高の思い出となりました。

加領郷小学校の行事紹介　～　学期末のお楽しみ会　～

流しそうめん

私たちのChallenge―夏の陣―私たちのChallenge―夏の陣―私たちのChallenge―夏の陣―

奈半利中学校吹奏楽部　金賞受賞！！
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平成２９年就業構造基本調査を
　　　　　　　　　　実施します
平成２９年就業構造基本調査を
　　　　　　　　　　実施します
平成２９年就業構造基本調査を
　　　　　　　　　　実施します
　総務省統計局（高知県・奈半利町）では、１０月１日現在で就業構造基本調

査を実施します。この調査は、日本の就業、不就業の実態を明らかにするこ

とを目的としており、国が行う調査の中でも特に重要なものとされる「機関

統計調査」です。

　９月下旬から、調査員が調査をお願いする世帯に伺いますので、調査の趣

旨をご理解いただき、ご回答をお願いいたします。
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プール遊び　「泳ぐのは楽しいな！」

奈小１年生との交流会　「小学校のプール楽しかったよ！」

夕涼み会　「お祭り楽しかったよ！」

　６月中旬からプール遊びを開始しました。初めは顔をつけるのが少し苦手だなと思う子どもも、お友達が
泳ぐ姿に刺激を受け自分も顔をつけてみようと思い挑戦しています。乳児部の子どもたちもワニ泳ぎがで
きるようになったことが嬉しく何度も見せてくれました。プール遊びでできるようになったことの自信を、こ
れからの生活に生かしていきたいです。

　今年度は、高台移転をして初めての夕涼み会を７月15日（土）に行いました。よさこい踊りなどを披露した
後、親子で焼きそばやアイスクリームを売店で買い、おいしそうに食べていました。ＰＴＡの方々には前日と
当日の準備・あと片付け等にご協力いただき、無事に行うことができました。ありがとうございました。

　７月１８日（火）に奈半利小学校との交流で一緒にゲームをしたりプールをしたりして遊びました。1年生が
絵本を読み聞かせしてくれ、ゲームのルールを優しく教えてくれたり遊びをリードしてくれました。こども園
より大きなプールに驚きながらも、一緒にプールで泳ぐことを楽しんでいた子どもたちでした。これからも小
学校との交流を続けていきたいです。

ちょっと冷たいけど
大丈夫！

どれにしようかな？
楽しいお祭りになりました！

小学校のプールは
広いな～！

1年生がリードしてくれて楽しかったよ！

ワニ泳ぎ上手でしょ！？



あゆとあめごのふれあい体験　「お魚つかめたよ～！」
　８月２日（水）に、奈半利町淡水漁協の協力のもと、お魚とのふれあい体験（魚のつかみどり）を行いまし
た。プールに魚が入ると、喜ぶ子どもや戸惑っている子どももいましたが、慣れてくると一生懸命に両手でつ
かんだりしている姿が見られ楽しそうでした。後日、おいしく食べたことを子どもたちが嬉しそうに話して
いました。

たくさんつかまえて嬉しそうな子どもたちでした！

今回から始まったこのコーナーでは、町の保健師が新生児訪問をする際に記事に
掲載する写真の提供を保護者様に依頼し写真の提供をしていただいています。

濱﨑　玲那ちゃん
平成29年4月12日生まれ
父：誠　　母：美鈴

♥たくさん遊
んで、元気に
大きく育っ
てね！

谷　妃杏良ちゃん
平成29年6月7日生まれ
父：利也　　母：あずさ

♥笑顔いっぱいで
元気に育って
ね！

岡村　夏翔くん
平成29年7月31日生まれ
父：龍磨　　母：かえで

♥夏に生まれた元気な男
の子。大きく翔けてほし
いので「かける」と名前
を付けました！元気いっ
ぱい大きくなってね！

はまさき　　 れな おかむら　　かけるたに　　　ひあら
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